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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】放送番組内で告知される情報を電子番組表から
容易に把握する情報受信装置、情報受信方法、情報受信
プログラムおよび情報配信システムを提供する。
【解決手段】電子番組情報を提供する特定のサーバ、も
しくは電子番組情報を提供する特定の放送局から電子番
組情報を取得する電子番組情報取得部と、電子番組情報
取得部で取得した電子番組情報に含まれる情報、もしく
は当該電子番組情報と共に送信されてきたデータストリ
ームから放送番組内で告知される情報を取得する告知情
報取得部と、電子番組情報取得部により取得した電子番
組情報に含まれるコンテンツおよび告知情報取得部によ
り取得した告知される情報をそれぞれ記録する記録部３
７と、記録部３７に記録された告知される情報およびコ
ンテンツの中から告知される情報に係るコンテンツを抽
出する告知情報抽出部と、告知情報抽出部が抽出したコ
ンテンツを表示させる表示制御部と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子番組情報を提供する特定のサーバ、もしくは電子番組情報を提供する特定の放送局
から上記電子番組情報を取得する電子番組情報取得部と、
　上記電子番組情報取得部で取得した上記電子番組情報に含まれる情報、もしくは当該電
子番組情報と共に送信されてきたデータから放送番組内で告知される情報を取得する告知
情報取得部と、
　上記電子番組情報取得部により取得した上記電子番組情報に含まれるコンテンツおよび
上記告知情報取得部により取得した上記告知される情報をそれぞれ記録する記録部と、
　上記記録部に記録された上記告知される情報および上記コンテンツの中から上記告知さ
れる情報に係る上記コンテンツを抽出する告知情報抽出部と、
　上記告知情報抽出部が抽出した上記コンテンツを表示させる表示制御部と、
　を備える、
　ことを特徴とする情報受信装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報受信装置、情報受信方法、情報受信プログラムおよび情報配信システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上デジタル放送、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）な
どのデジタル放送において、放送する番組内容を示す電子番組表（ＥＰＧ：Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ、以下、単に「ＥＰＧ」という）が知られている
。このＥＰＧ情報を活用することで、視聴者側の利便性を高めるべく、様々な提案がなさ
れている。たとえば、このＥＰＧ情報を用いて、提供される番組連動型の放送データのみ
予約印刷する、または番組の動画データとは独立して別々に予約印刷することが提案され
ている（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、このＥＰＧ情報を用いて、車載型のデジタル放送受信機で番組を視聴する際に、
視聴者毎にグループ分けされた固有の電子番組表を表示させると共に、受信感度に応じた
情報を当該固有の電子番組表に反映させることが提案されている（特許文献２参照）。
【０００４】
　また、ＡＤＭＳ（ＴＶ－Ａｓａｈｉ　Ｄａｔａ　Ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）－ＥＰＧやｉＥＰＧなど、ＥＰＧ情報をインターネット経由で提供するもの
も知られており、インターネット経由で受信したＥＰＧ情報と放送波から受信したＥＰＧ
情報とを受信した場合の制御についての提案もなされている（特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２３５６３９号公報（要約、段落[００１３]等）
【特許文献２】特開２００７－８９２２０号公報（要約、段落[０００７]等）
【特許文献３】特開２００８－２５２４４７号公報（要約等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１～３に開示される技術では、視聴者は、たとえば放送が予定
されている番組内で懸賞やプレゼントの告知がある場合に、その事実をＥＰＧ情報から知
ることができない。また、視聴者は、番組内で懸賞の告知がある場合に、その懸賞の応募
期間がたとえば番組放送中だけのリアルタイム性の高いものであるとか、応募締め切りが
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いつまでといった情報を知ることができない。また、番組を録画予約する際にも、録画予
約をしようとする人は、当該予約をしようとしている番組についての懸賞の有無、更には
懸賞がある場合の応募期間などの情報を知ることができない。したがって、録画した番組
を後で視聴する際に、懸賞に応募したくても、懸賞の応募期間が経過しており、懸賞に応
募できない場合もある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、放送番組内で告知される情報を電子番組表か
ら容易に把握できる情報受信装置、情報受信方法、情報受信プログラムおよび情報配信シ
ステムを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第一の観点は、情報受信装置としての観点である。すなわち、本発明の情報受
信装置は、電子番組情報を提供する特定のサーバ、もしくは電子番組情報を提供する特定
の放送局から電子番組情報を取得する電子番組情報取得部と、電子番組情報取得部で取得
した電子番組情報に含まれる情報、もしくは当該電子番組情報と共に送信されてきたデー
タから放送番組内で告知される情報を取得する告知情報取得部と、電子番組情報取得部に
より取得した電子番組情報に含まれるコンテンツおよび告知情報取得部により取得した告
知される情報をそれぞれ記録する記録部と、記録部に記録された告知される情報およびコ
ンテンツの中から告知される情報に係るコンテンツを抽出する告知情報抽出部と、告知情
報抽出部が抽出したコンテンツを表示させる表示制御部と、を備えるものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、放送番組内で告知される情報を電子番組表から容易に把握できる情報
配信システム、情報配信装置、情報受信装置および情報配信システムを提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施形態に係る情報配信システムの全体構成を示すシステム構成図
である。
【図２】図１に示す放送局の有する放送送信装置の構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示す放送受信装置の全体構成を示すブロック図である。
【図４】懸賞情報のデータ列の一例を示す図である。
【図５】図１に示す放送送信装置で行う放送配信処理のフローチャートである。
【図６】図１に示す放送受信装置で行う画面表示処理のフローチャートである。
【図７】図１に示す放送受信装置で行う懸賞情報表示処理のフローチャートである。
【図８】図１に示す放送受信装置で行う懸賞情報表示処理のフローチャートである。
【図９】図１に示す放送受信装置で行うユーザ設定処理のフローチャートである。
【図１０】図９に示すユーザ設定処理を反映させた画面表示処理のフローチャートである
。
【図１１】図１に示す放送受信装置で行う応募情報表示処理のフローチャートである。
【図１２】図１に示す放送受信装置で行う記録処理のフローチャートである。
【図１３】図１に示す放送受信装置で行う再生処理のフローチャートである。
【図１４】図１に示す放送受信装置で行うリスト形式表示処理（その１）のフローチャー
トである。
【図１５】図１に示す放送受信装置で行うリスト形式表示処理（その２）のフローチャー
トである。
【図１６】図１に示す放送受信装置で行うサムネイル形式表示処理（その１）のフローチ
ャートである。
【図１７】図１に示す放送受信装置で行うサムネイル形式表示処理（その２）のフローチ
ャートである。
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【図１８】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その１を示す図である。
【図１９】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その２を示す図であると共に、図
３０に示す表示装置に表示される画面表示例その３を示す図である。
【図２０】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その３を示す図であると共に、図
３０に示す表示装置に表示される画面表示例その４を示す図である。
【図２１】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その７を示す図である。
【図２２】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その７を示す図である。
【図２３】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その８を示す図である。
【図２４】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その８を示す図である。
【図２５】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その９を示す図である。
【図２６】図３に示す表示装置で表示される画面表示例その１０を示す図である。
【図２７】図２に示す放送送信装置の変形例を示す図である。
【図２８】図２７に示す放送送信装置の放送配信処理のフローチャートである。
【図２９】本発明の第２実施形態に係る情報配信システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図３０】図２９に示す放送受信装置の全体構成を示すブロック図である。
【図３１】図２９に示す放送局サーバの全体構成を示すブロック図である。
【図３２】図２９に示す放送局サーバから送信される懸賞情報のデータ列の一例を示す図
である。
【図３３】図２９に示す放送局サーバから送信されるＥＰＧ情報に懸賞情報が付加された
例その１を示す図である。
【図３４】図２９に示す放送局サーバから送信されるＥＰＧ情報に懸賞情報が付加された
例その２を示す図である。
【図３５】図２９に示す放送局サーバで行うＥＰＧ情報送信処理のフローチャートである
。
【図３６】図２９に示す放送受信装置で行う懸賞情報表示処理のフローチャートである。
【図３７】図２９に示す放送受信装置で行う懸賞情報表示処理のフローチャートである。
【図３８】図３５に示すＥＰＧ情報送信処理の変形例を示す図である。
【図３９】図３６に示す懸賞情報表示処理の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下の順に沿
って説明していく。
　１．情報配信システム（実施例１）の全体構成
　１－１．各部の説明
　１－１－１．放送送信装置の構成
　１－１－２．放送受信装置の構成
　１－２．各装置の処理
　１－２－１．放送送信装置の懸賞情報配信処理
　１－２－２－１．放送受信装置の懸賞情報表示処理その１
　１－２－２－２．放送受信装置の懸賞情報表示処理その２
　１－２－２－３．放送受信装置の懸賞情報表示処理その３
　１－２－２－４．放送受信装置の応募情報表示処理
　１－２－２－５．放送受信装置の記録処理
　１－２－２－６．放送受信装置の再生処理
　１－２－２－７．放送受信装置のリスト形式表示処理その１
　１－２－２－８．放送受信装置のリスト形式表示処理その２
　１－２－２－９．放送受信装置のサムネイル形式表示処理その１
　１－２－２－１０．放送受信装置のサムネイル形式表示処理その２
　１－３．懸賞情報表示例
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　１－３－１．表示例その１
　１－３－２．表示例その２
　１－３－３．表示例その３
　１－３－４．表示例その４
　１－３－５．表示例その５
　１－３－６．表示例その６
　１－３－７．表示例その７
　１－３－８．表示例その８
　１－４．実施例１の変形例
　１－４－１．放送送信装置の構成
　１－４－２．放送送信装置の処理
　２．情報配信システム（実施例２）の全体構成
　２－１．各部の説明
　２－１－１．放送受信装置の構成
　２－１－２．放送局サーバの構成
　２－２．各装置の処理
　２－２－１．放送局サーバの懸賞情報配信処理
　２－２－２－１．放送受信装置の懸賞情報表示処理その１
　２－２－２－２．放送受信装置の懸賞情報表示処理その２
　２－４．実施例２の変形例
　２－４－１．放送局サーバの構成
　２－４－２．放送局サーバの配信処理
　２－４－３．放送受信装置の懸賞情報表示処理
　３．他の実施形態
【実施例１】
【００１２】
　１．情報配信システム１（実施例１：ＥＰＧに懸賞情報含む）の全体構成
　まず、本発明の第１実施形態に係る情報配信システム１について説明する。図１は、本
発明の第１実施形態に係る情報配信システム１の全体構成を示すシステム構成図である。
図１に示すように、情報配信システム１は、放送局１０と、放送受信装置３０とを有して
いる。なお、図１には、１つの放送局１０および２つの放送受信装置３０を図示したが、
情報配信システム１には、複数の放送局１０および３以上の放送受信装置３０を有しても
よい。
【００１３】
　放送局１０は、放送スケジュールに沿って放送番組用のコンテンツをストリームデータ
として送出する。また、放送局１０は、放送波にデータ放送、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）情報を重畳して送出することができる放送送信装置
１１（図２参照）を有している。また、放送受信装置３０は、放送局１０の放送送信装置
１１からの放送波を受信し、受信した放送番組の映像、音声出力やＥＰＧ情報の出力を行
う。
【００１４】
　１－１．各部の説明
　１－１－１．放送送信装置の構成
　図２は、図１に示す放送局１０が有する放送送信装置１１の構成を示すブロック図であ
る。図２に示すように、放送送信装置１１は、制御部１２、コンテンツストリーム作成部
１３、ＥＰＧ情報作成部１４、データ放送作成部１５、ＭＵＸ（ＭＵｌｔｉｐｌｅＸｅｒ
）部１６、放送用コンテンツデータベース（以下データベースをＤＢと記す）１７、放送
スケジュールＤＢ１８、データ放送用コンテンツＤＢ１９を主要な構成要素としている。
なお、放送送信装置１１は、請求項の放送配信装置に対応している。
【００１５】
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　ここで、上述したコンテンツストリーム作成部１３、ＥＰＧ情報作成部１４、データ放
送作成部１５、ＭＵＸ部１６の各機能が実現する情報処理は、放送送信装置１１全体を制
御する制御部１２がハードウェア資源と協働して実行することにより実現される。具体的
には、制御部１２は、不図示のハードウェア資源であるＣＰＵ(Central Processing Unit
)などから構成され、ＣＰＵが不図示のＲＯＭ(Read Only Memory)に格納されている各種
プログラムを不図示のＲＡＭ(Random
Access Memory)に読み出して協働して実行することにより実現している。また、上述した
放送用コンテンツＤＢ１７、放送スケジュールＤＢ１８、データ放送用コンテンツＤＢ１
９は不図示の記憶部に記憶されており、記憶部は、たとえばＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ
　Ｄｒｉｖｅ）やフラッシュメモリなどから構成される。
【００１６】
　コンテンツストリーム作成部１３は、放送用コンテンツＤＢ１７を参照して放送用コン
テンツを作成する。なお、本実施例において、放送用コンテンツは、ＭＰＥＧ２－ＴＳ（
Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｃｏｄｅｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕ
ｐｅ－２　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）規格に準拠して符号化及び多重化されて
いるものとして説明する。ＭＰＥＧ２－ＴＳ規格では、伝送されるコンテンツの映像及び
音声等は、符号化されたＥＳ（Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）として生成され、
ＥＳを意味のある単位毎にパケット化されたＰＥＳ（Ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ　Ｅｌｅｍｅ
ｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）が生成される。更に、ＰＥＳを分割したＴＳ（Ｔｒａｎｓｐ
ｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）パケットが、放送局１０から伝送される。
【００１７】
　また、各ＴＳパケットのヘッダにＰＩＤと呼ばれる１３ビットのパケット識別子を付与
することにより、各ＴＳパケットが、放送用コンテンツの映像データ、音声データ、制御
データ等のいずれであるのか分類することができる。
【００１８】
　また、ここでいう制御データとは、ＳＩ／ＰＳＩ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ／Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と呼ばれるデー
タを指している。ＳＩ／ＰＳＩのＳＩは、ＥＰＧ情報を作成するために必要な情報等を含
み、ＰＳＩは、基本的な制御をするための情報を含む制御データのことである。なお、Ｔ
Ｓパケットには、放送局１０の意図に反する視聴を防止するための暗号化処理（以下、「
スクランブル処理」という）が施されていてもよい。ここで、スクランブル処理の方式と
してたとえば、Ｍｕｌｔｉ２を使用することができる。このＭｕｌｔｉ２は、デジタルデ
ータを暗号化する方式の一つであり、ＢＳデジタル放送や地上デジタル放送などでも広く
採用されている。なお、放送用コンテンツＤＢ１７には、上述した放送用コンテンツ１７
ａが記憶されている。
【００１９】
　ＥＰＧ情報作成部１４は、放送スケジュールＤＢ１８を参照してＥＰＧ情報を作成する
機能を有する。放送スケジュールＤＢ１８には、放送局１０が放送する番組の放送スケジ
ュール情報が記憶されている。なお、放送スケジュールＤＢ１８に、他の放送局１０が放
送する番組の放送スケジュール情報が記憶されていてもよい。
【００２０】
　データ放送作成部１５は、データ放送用コンテンツＤＢ１９から例えば天気予報や番組
に関連した情報等のデータ放送を作成する。なお、データ放送も、上述した放送用コンテ
ンツ１７ａと同様にＭＰＥＧ２－ＴＳ規格に準拠して符号化及び多重化されているものと
して説明する。なお、データ放送用コンテンツＤＢ１９には、天気予報や番組に関連した
情報等のデータ放送以外にも、その番組に関係する放送局１０が提供するＵＲＬ（Ｕｎｉ
ｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）情報やＰ２Ｐ（Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅ
ｒ）方式で利用できる検索クエリ情報が記憶されていてもよい。なお、データ放送作成部
１５は、これらの情報をあわせてＭＵＸ部１６に供給する。
【００２１】
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　ＭＵＸ部１６は、コンテンツストリーム作成部１３が放送用コンテンツＤＢ１７を参照
して作成したコンテンツデータと、ＥＰＧ情報作成部１４が放送スケジュールＤＢ１８を
参照して作成したＥＰＧ情報と、放送作成部２３がデータ放送用コンテンツＤＢ１９を参
照して作成したデータ放送番組データとを多重化した放送データを生成する。そして、当
該放送データは、放送局１０のアンテナから放送波として送出される。
【００２２】
　１－１－２．放送受信装置の構成
【００２３】
　続いて、放送受信装置３０について説明する。図３は、図１に示す放送受信装置３０の
ブロック構成を示す図である。放送受信装置３０は、たとえばＴＶ放送やラジオ放送を受
信する端末であり、固定されている受信端末であるか、携帯できる移動体端末であるかを
問わない。また、放送受信装置３０は、放送局１０から受信した情報を表示装置５０、音
声再生装置６０へ出力する。なお、本実施形態に係る放送受信装置３０は、表示装置５０
、音声再生装置６０とは別個の装置としている。しかし、これに限定するものではなく、
放送受信装置３０、表示装置５０、音声再生装置６０が同じ筐体内に具備されるようなも
の、例えばテレビセットとしてもよい。また、放送受信装置３０と表示装置５０とが同一
の筐体内に具備され、音声再生装置６０だけが別の筐体内に具備されるような構成であっ
てもよい。つまり、これら３つの放送受信装置３０、表示装置５０、音声再生装置６０を
どのような装置内に具備するのかについては特に限定するものではない。また、放送受信
装置３０には録画機能、録音機能を有していてもよい。
【００２４】
　図３に示すように、放送受信装置３０は、操作入力部３１、制御部３２、チューナー３
３、ＤＥＭＵＸ（ＤＥＭＵｌｔｉｐｌｅＸｅｒ）部３４、デコード部３５、映像音声出力
部３６、記録部３７を主要な構成要素としている。ここで、制御部３２は、たとえば不図
示のハードウェア資源であるＣＰＵなどで構成されており、記録部３７やＲＯＭなどに格
納されている各種プログラムをＲＡＭに読み出して、各種演算処理を協働して実行するこ
とで、放送受信装置３０の各部の機能が行う情報処理を実現することができる。
【００２５】
　操作入力部３１は、たとえばリモコンやタッチパネルで構成されるが、音声入力等がで
きるように構成されてもよい。また、操作入力部３１は、ユーザからの操作入力を受け付
けて、制御部３２へユーザの指示を伝える。ユーザは、この操作入力部３１を操作するこ
とで、放送受信装置３０への操作入力を行うことができる。なお、放送受信装置３０への
操作入力は、赤外線などの無線信号（操作信号）を介して放送受信装置３０内に設けられ
た操作入力部３１に入力されるようにしてもよい。操作入力部３１に入力された操作信号
は、不図示のバスを介して制御部３２に入力される。また、操作入力部３１は、請求項の
電子番組情報取得要求部および告知情報取得要求部として機能する。
【００２６】
　制御部３２は、操作入力部３１に入力された操作信号を解析し、放送受信装置３０を構
成する各部若しくはその一部の動作を制御する中央演算処理装置である。例えば、ユーザ
が操作入力部３１を用いてチャンネルの選局指示を入力すると、この選局指示内容を示す
信号が、操作入力部３１および不図示のバスを介して制御部３２に入力される。これによ
り制御部３２は、不図示のバスを介してチューナー３３に対して、ユーザが選局したチャ
ンネルへの選局指示を送信する。また、制御部３２は、請求項の電子番組情報取得部、告
知情報取得部、告知情報出力部、番組選択部の一部として機能する。
【００２７】
　チューナー３３は、放送局１０の放送波をアンテナで受信し、受信したＲＦ（Ｒａｄｉ
ｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を復調し、誤り訂正等を行い、ＴＳパケットからなるＴＳ
信号をＤＥＭＵＸ部３４へ出力する。また、チューナー３３は、請求項の電子番組情報取
得部の一部、告知情報取得部の一部、番組選択部の一部として機能する。なお、図３では
、チューナー３３は地上デジタル放送を受信するために１つのみ図示したが、アナログ放
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送も受信する場合にはアナログ放送用のチューナー３３を備えていてもよく、２つのチュ
ーナー３３を備えるようにしてもよい。なお、ＴＳ信号がスクランブル処理を施されて伝
送されてきた場合には、通常の信号へと解除する処理を行うデスクランブラ部を備えてい
てもよい。その場合には、当該デスクランブラ部は、スクランブル処理が解除されたＴＳ
パケットからなるＴＳ信号を、ＤＥＭＵＸ部３４に供給するようにしてもよい。
【００２８】
　ＤＥＭＵＸ部３４は、チューナー３３から出力されたＴＳパケットからなるＴＳ信号（
つまり、送信側の放送送信装置１１のＭＵＸ部１６で映像や音声などの複数のストリーム
を多重化した放送データ）を、映像や音声などのストリームデータと、ＳＩ／ＰＳＩなど
のセクション形式のデータとに分離する処理を行う。また、ＤＥＭＵＸ部３４は、請求項
の電子番組情報取得部の一部、告知情報取得部の一部、番組選択部の一部として機能する
。なお、ＤＥＭＵＸ部３４によって分離された各データは、制御部３２の指示にしたがい
、デコード部３５に供給される。
【００２９】
　デコード部３５は、制御部３２の指示にしたがい、放送用コンテンツ１７ａやＥＰＧ情
報、データ放送などをデコードする。また、デコード部３５は、デコードしたこれらのデ
ータを記録部３７に供給する。なお、デコード部３５が記録部３７に供給するデータは、
映像信号、音声信号としてデコードせずに、データ信号としてそのまま供給するようにし
てもよい。
【００３０】
　また、デコード部３５は、上述した放送用コンテンツ１７ａやＥＰＧ情報、データ放送
などに対してデコードを行って、それぞれオーディオデータ、ビデオデータ、番組データ
を生成する。デコードされたオーディオデータは、上述の音声再生装置６０に供給する。
また、デコード部３５は、請求項の告知情報出力部の一部、番組選択部の一部として機能
する。音声再生装置６０は、供給されたオーディオデータに対してＤ／Ａ変換処理を行い
、音声信号として出力する。また、デコード部３５は、デコードされたビデオデータおよ
び番組データを、映像音声出力部３６へ供給する。
【００３１】
　映像音声出力部３６は、供給された番組データを不図示のＲＡＭに格納する。映像音声
出力部３６は、番組データを描画することでＥＰＧ情報を生成する。そして、映像音声出
力部３６は、デコード部３５からのビデオデータに基づいた画面上に、ＥＰＧ情報に基づ
いた画面を合成した合成画面を生成し、表示装置５０に送出する。また、映像音声出力部
３６は、請求項の告知情報出力部の一部として機能する。表示装置５０は、この合成画面
を表示する。記録部３７は、制御部３２からの記録指示によりデコード部３５でデコード
したデータを記憶する。
【００３２】
　１－２．各装置の処理
　１－２－１．放送送信装置の懸賞情報配信処理（対応する図面：図４，５）
　図４は、懸賞情報のデータ列の一例を示す図である。図４に示すように、懸賞情報のデ
ータ列には、「放送種別」、「放送局名」、「放送開始日時」、「放送終了日時」、「番
組名」、「プレゼントジャンル」、「プレゼント商品名」、「プレゼント画像」、「リア
ルタイムか否か」、「応募方法」、「懸賞申し込み開始日時」、「懸賞申し込み終了日時
」などのフィールドが含まれている。「放送種別」のフィールドには、地上デジタル放送
やＢＳデジタル放送、ＣＳ放送、ＦＭラジオ放送、ＡＭラジオ放送等の放送種別が記載さ
れる。「放送局名」のフィールドには、放送局名が記載される。「番組名」のフィールド
には、当該番組のフィールド名が記載される。「放送開始時刻」、「放送終了時刻」のフ
ィールドには、当該番組の開始時刻、終了時刻がそれぞれ記載される。「リアルタイム情
報」のフィールドには、番組放送中にリアルタイム（あるいは番組放送日）に応募が締切
となる懸賞かどうかの情報が記載される。「プレゼントジャンル」のフィールドには、当
該プレゼントのジャンル情報が記載される。「プレゼント名」のフィールドには、当該プ



(9) JP 2016-28484 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

レゼント名が記載される。「応募方法」のフィールドには、懸賞の応募方法の種別（例え
ば郵送、電話、インターネット等）が記載される。「懸賞申し込み開始日時」、「懸賞終
了日時」のフィールドには、それぞれ懸賞の申込開始日時、締切日時が記載される。なお
、郵送の場合は、消印が有効な日が記載されてもよい。「応募方法」のフィールド以降に
ついては、複数の応募方法がある場合はそれぞれの応募方法について順次繰り返し形式で
フィールドが追加されるようにしてもよい。
【００３３】
　上述した懸賞情報をＥＰＧ情報に入れる場合には、例えばＡＲＩＢ（Ａｓｓｏｃｉａｔ
ｉｏｎ　ｏｆ　Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ）で規
定される地上デジタル放送や、ＢＳデジタル放送のＳＩ情報中にあるＥＰＧ情報のＴＹＰ
Ｅ－Ｈを表示するための、番組表形式のデータ部分又は及び個別の番組の説明のためのデ
ータ部分に入れることが好ましい。また、他の放送や他のＥＰＧ表示形式の場合（ワンセ
グ放送）の場合には、番組名や番組説明のためのテキスト情報のデータ中に懸賞情報を入
れることが好ましい。また、懸賞情報は、放送受信装置３０側でテキスト検索できるよう
、所定のキーワード“懸賞”、“プレゼント”といった文字列を含むようにすることが好
ましい。また、応募条件を記述する場合には、“応募条件”という文字列のあとに所定の
条件内容を記載することが好ましい。応募の開始、終了期間についても、同様の形式で表
現を行うことが好ましい。
【００３４】
　図５は、図１に示す放送送信装置１１で行う放送配信処理のフローチャートである。
【００３５】
　ＳＴＡＲＴ：制御部１２は、電源がＯＮになる、または当該配信モードが選択されると
放送配信処理を開始する。。制御部１２は、放送配信処理を開始すると、ステップＳ１の
処理へ移行する。
【００３６】
　ステップＳ１：制御部１２は、懸賞のある番組か否か判断する。放送送信装置１１の制
御部１２は、懸賞のある番組である場合（ステップＳ１でＹＥＳ）にはステップＳ３の処
理へ移行し、懸賞のある番組でない場合（ステップＳ１でＮＯ）にはステップＳ２の処理
へ移行する。
【００３７】
　ステップＳ２：制御部１２は、ＥＰＧ情報を生成する。制御部１２は、ステップＳ２の
処理が完了すると、ステップＳ４の処理へ移行する。
【００３８】
　ステップＳ３：制御部１２は、懸賞がある旨の情報を含めてＥＰＧ情報を生成する。制
御部１２は、ステップＳ３の処理が完了すると、ステップＳ４の処理へ移行する。
【００３９】
　ステップＳ４：制御部１２は、送信する期間内の全ての番組について懸賞の有無をチェ
ックする。制御部１２は、送信する期間内の全ての番組について懸賞の有無をチェックし
た場合（ステップＳ４でＹＥＳ）は、ステップＳ５の処理へ移行し、チェックしていない
場合（ステップＳ４でＮＯ）は、ステップＳ１の処理へ戻る。
【００４０】
　ステップＳ５：制御部１２は、放送コンテンツ、データ放送、ＥＰＧ情報を多重化する
。制御部１２は、ステップＳ５の処理が完了すると、ステップＳ６の処理へ移行する。
【００４１】
　ステップＳ６：制御部１２は、ステップＳ５で多重化した放送データを配信して放送配
信処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００４２】
　このような配信処理とすることで、懸賞情報の有無がＥＰＧ情報に含まれて配信される
ため、視聴者が放送番組内で告知される情報を容易に知ることができる。また、当該告知
情報が放送番組の視聴するための動機付けとなり、当該放送番組の視聴率アップに寄与す
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ることができる。
【００４３】
　１－２－２－１．放送受信装置の懸賞情報表示処理その１
　図６は、図１に示す放送受信装置３０で行う画面表示処理のフローチャートである。
【００４４】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、電源がＯＮになる、または当該表示モードが選択されると
画面表示処理を開始する。制御部３２は、画面表示処理を開始すると、ステップＳ１０の
処理へ移行する。
【００４５】
　ステップＳ１０：制御部３２は、ＥＰＧ画面表示要求の有無を判断する。制御部３２は
、ＥＰＧ画面表示の要求がある場合（ステップＳ１０でＹＥＳ）には、ステップＳ１１の
処理へ移行し、要求がない場合には、ステップＳ１０の判断処理を繰り返す。
【００４６】
　ステップＳ１１：制御部３２は、懸賞情報が受信済か否か判断する。懸賞情報を受信済
の場合（ステップＳ１１でＹＥＳ）、ステップＳ１３の処理へ移行する。一方、制御部３
２は、懸賞情報を未受信の場合（ステップＳ１１でＮＯ）、ステップＳ１２の処理へ移行
する。
【００４７】
　ステップＳ１２：制御部３２は、懸賞情報の受信処理を行い、ステップＳ１３の処理へ
移行する。
【００４８】
　ステップＳ１３：制御部３２は、ＥＰＧ画面の表示処理を行って処理を終了する（ＥＮ
Ｄ）。
【００４９】
　続いて、図６に示した通常の画面表示処理に加えて、懸賞情報の有無を判断して懸賞情
報を表示する処理について説明する。図７は、図１に示す放送受信装置３０で行う懸賞情
報表示処理のフローチャートである。
【００５０】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、電源がＯＮになる、または当該表示モードが選択されると
懸賞情報表示処理を開始する。制御部３２は、懸賞情報表示処理を開始すると、ステップ
Ｓ２０の処理へ移行する。
【００５１】
　ステップＳ２０：制御部３２は、ＥＰＧ画面の表示要求の有無を判断する。制御部３２
は、ＥＰＧ画面の表示要求がある場合（ステップＳ２０でＹＥＳ）には、ステップＳ２１
の処理へ移行し、ＥＰＧ画面の表示要求がない場合（ステップＳ２０でＮＯ）には、ステ
ップＳ２０の判断処理を繰り返す。
【００５２】
　ステップＳ２１：制御部３２は、懸賞情報を受信済か否か判断する。制御部３２は、懸
賞情報を受信済の場合（ステップＳ２１でＹＥＳ）には、ステップＳ２３の処理へ移行す
る。一方、制御部３２は、懸賞情報を未受信の場合（ステップＳ２１でＮＯ）、ステップ
Ｓ２２の処理へ移行する。
【００５３】
　ステップＳ２２：制御部３２は、懸賞情報の受信処理を行い、ステップＳ２３の処理へ
移行する。
【００５４】
　ステップＳ２３：制御部３２は、表示要求されている番組に懸賞情報があるか否かを判
断する。具体的には、制御部３２は、ＥＰＧ情報に表示される画面（表示要求された放送
種別、放送局、時間帯）の中に懸賞番組があるか否かを検出する。制御部３２は、表示要
求されている番組に懸賞情報がある場合（ステップＳ２３でＹＥＳ）には、ステップＳ２
５の処理へ移行し、懸賞情報がない場合（ステップＳ２３でＮＯ）にはステップＳ２４の
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処理へ移行する。
【００５５】
　ステップＳ２４：制御部３２は、通常のＥＰＧ画面を表示する。制御部３２は、ステッ
プＳ２４の処理が完了すると、ステップＳ２６の処理へ移行する。
【００５６】
　ステップＳ２５：制御部３２は、懸賞のある番組を強調表示したＥＰＧ画面を表示する
。具体的には、制御部３２は、アイコンで懸賞番組があることを示したり、ＥＰＧ上の当
該番組の背景色を変更したりする。制御部３２は、ステップＳ２３の処理が完了すると、
ステップＳ２６の処理へ移行する。
【００５７】
　ステップＳ２６：制御部３２は、表示番組の変更要求の有無を判断する。具体的には、
制御部３２は、表示している時間帯の変更、日付の変更、放送局１０の変更、番組の変更
等の有無を判断する。制御部３２は、表示番組の変更要求がある場合（ステップＳ２６で
ＹＥＳ）には、ステップＳ２３の処理へ移行し、表示番組の変更要求がない場合（ステッ
プＳ２６でＮＯ）には、ステップＳ２６の判断処理を繰り返す。
【００５８】
　このような表示処理とすることで、ＥＰＧ画面内に懸賞情報がある番組が強調表示され
るため、視聴者は一目で懸賞情報の有無を把握することができる。したがって、放送番組
内で告知される情報を容易に知ることができる。また、放送番組の視聴するための動機付
けとなり、当該放送番組の視聴率アップに寄与することができる。
【００５９】
　１－２－２－２．放送受信装置の懸賞情報表示処理その２
　図８は、図１に示す放送受信装置３０で行う懸賞情報表示処理のフローチャートである
。この図８に示す懸賞情報表示処理は、リアルタイム性の高い懸賞情報があるか否かの判
断を行っている点が図７の懸賞情報表示処理と異なる。なお、図７の懸賞情報表示処理と
同一の処理（図８のＳＴＡＲＴ、ステップＳ２０、Ｓ２１、Ｓ２２、Ｓ２３、Ｓ２４、Ｓ
２５、Ｓ２６の処理）については、同一のステップ番号を付し、説明を省略する。
【００６０】
　ステップＳ３０：制御部３２は、当該番組の懸賞情報の応募期間がたとえば放送時間内
に限られるなどのリアルタイム性の高いものであるか否かを判断する。リアルタイムの応
募の懸賞番組とは具体的には、電話やインターネット、ファックス等でリアルタイムに応
募する番組を指す。例えば、クイズ番組に回答する形のものやアンケート形式のもの、リ
クエスト形式のものがあげられる。リアルタイムの懸賞番組は、録画あるいは録音して後
から楽しむ場合にはプレゼントに応募できなくなってしまう番組である。なお、当日又は
翌日消印有効の郵便による応募の番組やリアルタイムではないが、２４時間以内に応募締
切となる番組もリアルタイムの懸賞番組とみなしてもよい。制御部３２は、当該番組で告
知される懸賞がリアルタイム性の高いものであると判断した場合（ステップＳ３０でＹＥ
Ｓ）には、ステップＳ３１の処理へ移行し、リアルタイム性の高いものではないと判断し
た場合（ステップＳ３０でＮＯ）には、ステップＳ２５の処理へ移行する。なお、通常の
懸賞番組について強調表示を行っている場合には、リアルタイムの懸賞番組の強調表示を
通常の懸賞番組とは異なる形式（背景色、アイコン等）で表現することが好ましい。
【００６１】
　ステップＳ３１：制御部３２は、ステップＳ３０でリアルタイム性の高い懸賞である番
組欄を強調表示したＥＰＧ画面を表示させる。制御部３２は、ステップＳ３１の処理が完
了すると、ステップＳ２６の処理へ移行する。なお、リアルタイム性の高い懸賞である番
組欄の強調表示とリアルタイム性が高くはない懸賞である番組欄の強調表示は異なるよう
な設定とすることが好ましい。
【００６２】
　このような表示処理とすることで、ＥＰＧ画面内に懸賞情報がある番組が強調表示され
るため、視聴者は一目で懸賞情報の有無を把握することができる。したがって、放送番組



(12) JP 2016-28484 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

内で告知される情報を容易に知ることができる。また、特にリアルタイム性の高い懸賞情
報に着目させることで、当該懸賞情報のある放送番組を視聴させることに繋がるため、視
聴率アップに寄与することができる。
【００６３】
　１－２－２－３．放送受信装置の懸賞情報表示処理その３
【００６４】
　続いて、放送受信装置３０の懸賞情報表示処理その３について説明する。この懸賞情報
表示処理では、ユーザが予め設定したユーザ設定情報に基づいて表示処理を行うものであ
る。まず、はじめにユーザ設定処理について説明する。図９は、図１に示す放送受信装置
３０で行うユーザ設定処理のフローチャートである。
【００６５】
　ＳＡＴＲＴ：制御部３２は、当該設定モードが選択されるとユーザ設定処理を開始する
。制御部３２は、ユーザ設定処理を開始すると、ステップＳ４０の処理へ移行する。
【００６６】
　ステップＳ４０：制御部３２は、懸賞情報の表示設定要求の有無を判断する。制御部３
２は、懸賞情報の表示設定の要求がある場合（ステップＳ４０でＹＥＳ）には、ステップ
Ｓ４１の処理へ移行し、要求がない場合（ステップＳ４０でＮＯ）には、ユーザ設定処理
を終了する（ＥＮＤ）。
【００６７】
　ステップＳ４１：制御部３２は、ステップＳ４０の要求通りの表示方法を設定する。具
体的には、制御部３２は、懸賞情報がある場合の強調表示（背景色、アイコン等）の要否
や応募方法の強調表示、リアルタイム性の高い懸賞についての表現方法等の各種設定を行
う。制御部３２は、ステップＳ４１の処理が完了すると、ステップＳ４２の処理へ移行す
る。
【００６８】
　ステップＳ４２：制御部３２は、ステップＳ４１の表示方法を記憶して、ユーザ設定処
理を終了する（ＥＮＤ）。
【００６９】
　このようなユーザ設定処理とすることで、ＥＰＧ画面内に懸賞情報がある番組の表示方
法をユーザの所望する表示方法に設定することができ、利用者に即した操作性や視認性を
確保することができる。また、利用者が異なる場合には、それぞれの設定環境を記憶する
こともできる。
【００７０】
　続いて、このユーザ設定情報に基づく懸賞情報表示処理について説明する。図１０は、
図９に示すユーザ設定処理を反映させた画面表示処理のフローチャートである。なお、図
７の懸賞情報表示処理と同一の処理（図１０のＳＴＡＲＴ、ステップＳ２０、Ｓ２１、Ｓ
２２、Ｓ２３、Ｓ２４、Ｓ２６の処理）については、同一のステップ番号を付し、説明を
省略する。
【００７１】
　ステップＳ５０：制御部３２は、ステップＳ２３において、表示要求のある番組に懸賞
情報がある場合には、懸賞情報の表示設定情報の有無を判断する。制御部３２は、懸賞情
報の表示設定情報がある場合（ステップＳ５０でＹＥＳ）には、ステップＳ５１の処理へ
移行し、懸賞情報の表示設定情報がない場合（ステップＳ５０でＮＯ）には、ステップＳ
２４の処理へ移行する。なお、懸賞情報の表示設定情報の有無は、たとえば図９で説明し
たユーザ設定処理において記憶した懸賞情報の表示設定ファイルの有無などで判断するこ
とができる。
【００７２】
　ステップＳ５１：制御部３２は、設定された内容を反映した懸賞情報を含むＥＰＧ画面
を表示させて、懸賞情報表示処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００７３】
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　このような表示処理とすることで、利用者が操作入力部３１などで予め設定した表示方
法に即して表示されるため、利用者に即した操作性や視認性が確保される。
【００７４】
　１－２－２－４．放送受信装置の応募情報表示処理
　図１１は、図１に示す放送受信装置３０で行う応募情報表示処理のフローチャートであ
る。この図１１に示す応募情報表示処理は、懸賞番組の応募方法についての判別を行って
いる点が図７の懸賞情報表示処理と異なる。なお、図７の懸賞情報表示処理と同一の処理
（図１１のＳＴＡＲＴ、ステップＳ２０、Ｓ２１、Ｓ２２、Ｓ２３、Ｓ２４、Ｓ２５、Ｓ
２６の処理）については、同一のステップ番号を付し、説明を省略する。
【００７５】
　ステップＳ６０：制御部３２は、懸賞情報に応募方法の情報があるか否かを判断する。
具体的には、制御部３２は、電話での応募、ホームページへのアクセス、ファックス、郵
便等の情報の有無を判断する。制御部３２は、懸賞情報に応募方法の情報がある場合（ス
テップＳ６０でＹＥＳ）には、ステップＳ６１の処理へ移行し、懸賞情報に応募方法の情
報がない場合（ステップＳ６０でＮＯ）には、ステップＳ２５の処理へ移行する。なお、
送信されてきた懸賞情報に応募方法の情報があるか否かは、送信データ内にフラグ判別で
きるようなデータ列を追加する、または懸賞情報として送信されてきたデータ内の応募方
法フィールドを参照することにより応募方法の情報の有無を判断することができる。
【００７６】
　ステップＳ６１：制御部３２は、応募情報を追加し、懸賞のある番組を強調表示したＥ
ＰＧ画面を表示させる。具体的には、制御部３２は、応募方法ごとに番組の背景色を変え
ることや所定のアイコンを表示するといった制御を行う。制御部３２は、ステップＳ６１
の処理が完了するとステップＳ２６の処理へ移行する。
【００７７】
　このような表示処理とすることで、番組内で告知される応募情報に加えて、当該懸賞の
応募期限などのより詳細な応募情報を表示画面から知ることができる。
【００７８】
　１－２－２－５．放送受信装置の記録処理
　図１２は、図１に示す放送受信装置３０で行う記録処理のフローチャートである。この
図１２に示す記録処理は、懸賞番組を検索して記録することができる。
【００７９】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、懸賞番組記録モードが選択されると記録処理を開始する。
制御部３２は、記録処理を開始するとステップＳ７０の処理へ移行する。
【００８０】
　ステップＳ７０：制御部３２は、懸賞情報を受信済か否か判断する。制御部３２は、Ｅ
ＰＧ情報を受信すると共に、懸賞情報を受信済の場合（ステップＳ７０でＹＥＳ）、ステ
ップＳ７２の処理へ移行する。一方、制御部３２は、懸賞情報を未受信の場合（ステップ
Ｓ７０でＮＯ）、ステップＳ７１の処理へ移行する。
【００８１】
　ステップＳ７１：制御部３２は、懸賞情報の受信処理を行い、ステップＳ７２の処理へ
移行する。
【００８２】
　ステップＳ７２：制御部３２は、受信した懸賞情報を参照して懸賞番組の有無を判断す
る。制御部３２は、懸賞番組がある場合（ステップＳ７２でＹＥＳ）には、ステップＳ７
４の処理へ移行し、懸賞番組がない場合（ステップＳ７２でＮＯ）には、ステップ７３の
処理へ移行する。
【００８３】
　ステップＳ７３：制御部３２は、懸賞番組がない場合（ステップＳ７２でＮＯ）、番組
情報の記録を行い処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００８４】
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　ステップＳ７４：制御部３２は、懸賞番組がある場合（ステップＳ７２でＹＥＳ）、懸
賞情報および番組情報を記録して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００８５】
　１－２－２－６．放送受信装置の再生処理
　図１３は、図１に示す放送受信装置３０で行う再生処理のフローチャートである。この
図１３に示す再生処理は、記録した懸賞番組を表示する際にリスト形式として表示するか
サムネイル形式として表示するかを選択できる。なお、サムネイル形式による表示は画像
の記録の場合に限る。
【００８６】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、懸賞番組再生モードが選択されると再生処理を開始する。
制御部３２は、再生処理を開始すると、ステップＳ８０の処理へ移行する。
【００８７】
　ステップＳ８０：制御部３２は、記録番組の再生要求の有無を判断する。制御部３２は
、記録番組の再生要求があれば（ステップＳ８０でＹＥＳ）、ステップＳ８１の処理へ移
行する。一方、制御部３２は、記録番組の再生要求が無ければ（ステップＳ８０でＮＯ）
、処理を終了する（ＥＮＤ）。
【００８８】
　ステップＳ８１：制御部３２は、指定された表示形式を判断する。制御部３２は、指定
された表示形式がリスト形式であれば（ステップＳ８１でＹＥＳ）、ステップＳ８４の処
理へ移行する。一方、制御部３２は、指定された表示形式がリスト形式でなければ（ステ
ップＳ８１でＮＯ）、ステップＳ８２の処理へ移行する。
【００８９】
　ステップＳ８２：制御部３２は、指定された表示形式がサムネイル形式である否か判断
する。制御部３２は、指定された表示形式がサムネイル形式であれば（ステップＳ８２で
ＹＥＳ）、ステップＳ８３の処理へ移行する。一方、制御部３２は、指定された表示形式
がサムネイル形式でなければ（ステップＳ８２でＮＯ）、ステップＳ８１の処理へ戻る。
【００９０】
　ステップＳ８３：制御部３２は、後述するサムネイル形式表示処理を実行し、処理を終
了する（ＥＮＤ）。
【００９１】
　ステップＳ８４：制御部３２は、後述するリスト形式表示処理を実行し、処理を終了す
る（ＥＮＤ）。
【００９２】
　１－２－２－７．放送受信装置のリスト形式表示処理（その１）
　図１４は、図１に示す放送受信装置３０で行うリスト形式表示処理（その１）のフロー
チャートである。この図１４に示すリスト形式表示処理（その１）は、図１３のフローチ
ャートの処理においてリスト形式表示が選択された場合（ステップＳ８１でＹＥＳ）の処
理である。
【００９３】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、リスト形式表示（その１）モードが選択されるとリスト形
式表示処理（その１）を開始する。制御部３２は、リスト形式表示処理（その１）を開始
すると、ステップＳ１００の処理へ移行する。
【００９４】
　ステップＳ１００：制御部３２は、記録している番組の懸賞情報の有無を判断する。制
御部３２は、記録している番組に懸賞情報が有れば（ステップＳ１００のＹＥＳ）、ステ
ップＳ１０２の処理へ移行する。一方、制御部３２は、記録している番組に懸賞情報が無
ければ（ステップＳ１００でＮＯ）、ステップＳ１０１の処理へ移行する。
【００９５】
　ステップＳ１０１：制御部３２は、リスト形式で記録番組の表示を行い、処理を終了す
る（ＥＮＤ）。
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【００９６】
　ステップＳ１０２：制御部３２は、リストの記録番組に懸賞情報を追加し、ステップＳ
１０３の処理へ移行する。
【００９７】
　ステップＳ１０３：制御部３２は、リストの記録番組に懸賞情報を追加したリスト形式
で番組を表示し、ステップＳ１０４の処理へ移行する。
【００９８】
　ステップＳ１０４：制御部３２は、ユーザからの検索要求の有無を判断する。制御部３
２は、ユーザからの検索要求があれば（ステップＳ１０４でＹＥＳ）、ステップＳ１０５
の処理へ移行する。一方、制御部３２は、ユーザからの検索要求が無ければ（ステップＳ
１０４でＮＯ）、処理を終了する（ＥＮＤ）。なお、検索条件として、たとえば番組のジ
ャンルや出演者、懸賞のジャンル、懸賞の応募締切期限などを設定することができる。
【００９９】
　ステップＳ１０５：制御部３２は、ユーザからの検索要求に伴う検索条件の設定を行い
ステップＳ１０６の処理へ移行する。このときに、ユーザは、検索条件の追加や変更を行
うことができる。なお、ユーザが検索条件の設定を行わない場合にはデフォルトの検索条
件とする。
【０１００】
　ステップＳ１０６：制御部３２は、ステップＳ１０５の処理で設定された検索条件に合
致する番組の有無を判断する。制御部３２は、ステップＳ１０５の処理で設定された検索
条件に合致する番組が有れば（ステップＳ１０６でＹＥＳ）、ステップＳ１０８の処理へ
移行する。一方、制御部３２は、ステップＳ１０５の処理で設定された検索条件に合致す
る番組が無ければ（ステップＳ１０６でＮＯ）、ステップＳ１０７の処理へ移行する。
【０１０１】
　ステップＳ１０７：制御部３２は、設定された検索条件に合致する番組が無い旨を表示
して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１０２】
　ステップＳ１０８：制御部３２は、設定された検索条件に合致する番組を表示して処理
を終了する（ＥＮＤ）。
【０１０３】
　このようなリスト形式表示処理（その１）とすることで、懸賞番組を一覧として表示で
きるため、ユーザが番組を見逃す確率を著しく低下させることができる。
【０１０４】
　１－２－２－８．放送受信装置のリスト形式表示処理（その２）
　図１５は、図１に示す放送受信装置３０で行うリスト形式表示処理（その２）のフロー
チャートである。この図１５に示すリスト形式表示処理（その２）は、図１３のフローチ
ャートの処理においてリスト形式表示が選択された場合（ステップＳ８１でＹＥＳ）の処
理である。なお、図１４に示すリスト形式表示処理（その１）とは、応募期限を考慮する
点が異なる。
【０１０５】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、リスト形式表示（その２）モードが選択されるとリスト形
式表示処理（その２）を開始する。制御部３２は、リスト形式表示処理（その２）を開始
すると、ステップＳ１１０の処理へ移行する。
【０１０６】
　ステップＳ１１０：制御部３２は、記録している番組の懸賞情報の有無を判断する。制
御部３２は、記録している番組に懸賞情報が有れば（ステップＳ１１０のＹＥＳ）、ステ
ップＳ１１２の処理へ移行する。一方、制御部３２は、記録している番組に懸賞情報が無
ければ（ステップＳ１１０でＮＯ）、ステップＳ１１１の処理へ移行する。
【０１０７】
　ステップＳ１１１：制御部３２は、リスト形式で記録番組の表示を行い、処理を終了す
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る（ＥＮＤ）。
【０１０８】
　ステップＳ１１２：制御部３２は、懸賞情報の応募期限と現在日時を比較してステップ
Ｓ１１３の処理へ移行する。
【０１０９】
　ステップＳ１１３：制御部３２は、応募期限を過ぎていない懸賞番組の有無を判断する
。制御部３２は、応募期限を過ぎていない懸賞番組が有れば（ステップＳ１１３でＹＥＳ
）、ステップＳ１１４の処理へ移行する。一方、制御部３２は、応募期限を過ぎていない
懸賞番組の有無を判断し、応募期限を過ぎていない懸賞番組が無ければ（ステップＳ１１
３でＮＯ）、ステップＳ１１１の処理へ移行して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１１０】
　ステップＳ１１４：制御部３２は、リストの記録番組に懸賞情報を追加してステップＳ
１１５の処理へ移行する。
【０１１１】
　ステップＳ１１５：制御部３２は、リストの記録番組の中に締切が近い懸賞番組の有無
を判断する。制御部け３２は、締切が近い懸賞番組が有れば（ステップＳ１１５でＹＥＳ
）、ステップＳ１１７の処理へ移行する。一方、制御部３２は、リストの記録番組の中に
締切が近い懸賞番組の有無を判断し、締切が近い懸賞番組が無ければ（ステップＳ１１５
でＮＯ）、ステップＳ１１６の処理へ移行する。
【０１１２】
　ステップＳ１１６：制御部３２は、懸賞番組を追加したリスト形式で番組を表示してス
テップＳ１１８の処理へ移行する。
【０１１３】
　ステップＳ１１７：制御部３２は、締切が近い懸賞番組を強調表示し、懸賞情報を追加
したリスト形式で番組を表示してステップＳ１１８の処理へ移行する。また、懸賞番組を
締切の期限順（近い順または遠い順）に並べ換えて表示してもよい。
【０１１４】
　ステップＳ１１８：制御部３２は、ユーザからの検索要求の有無を判断する。制御部３
２は、ユーザからの検索要求が有れば（ステップＳ１１８でＹＥＳ）、ステップＳ１１９
の処理へ移行する。一方、ユーザからの検索要求が無ければ（ステップＳ１１８でＮＯ）
、処理を終了する（ＥＮＤ）。なお、検索条件として、たとえば番組のジャンルや出演者
、懸賞のジャンル、懸賞の応募締切期限などを設定することができる。
【０１１５】
　ステップＳ１１９：制御部３２は、ユーザからの検索要求に伴う検索条件の設定を行い
ステップＳ１２０の処理へ移行する。このときに、ユーザは、検索条件の追加や変更を行
うことができる。なお、ユーザが検索条件の設定を行わない場合にはデフォルトの検索条
件とする。
【０１１６】
　ステップＳ１２０：制御部３２は、ステップＳ１１９で設定された検索条件に合致する
番組の有無を判断する。制御部３２は、ステップＳ１１９で設定された検索条件に合致す
る番組が有れば（ステップＳ１２０でＹＥＳ）、ステップＳ１２２の処理へ移行する。一
方、制御部３２は、ステップＳ１１９で設定された検索条件に合致する番組が無ければ（
ステップＳ１２０でＮＯ）、ステップＳ１２１の処理へ移行する。
【０１１７】
　ステップＳ１２１：制御部３２は、ステップＳ１１９で設定された検索条件に合致する
番組が無い旨を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１１８】
　ステップＳ１２２：制御部３２は、ステップＳ１１９で設定された検索条件に合致する
番組を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１１９】
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　このようなリスト形式表示処理（その２）とすることで、懸賞番組を一覧として表示で
きると共に、その締切を明確に表示できる。このため、ユーザが番組を見逃す確率を著し
く低下させることができる。また、ユーザが懸賞番組の応募期限を見過ごしてしまう確率
を著しく低下させることができる。
【０１２０】
　１－２－２－９．放送受信装置のサムネイル形式表示処理（その１）
　図１６は、図１に示す放送受信装置３０で行うサムネイル形式表示処理（その１）のフ
ローチャートである。この図１６に示すサムネイル形式表示処理（その１）は、図１３の
フローチャートの処理においてサムネイル形式表示が選択された場合（ステップＳ８２で
ＹＥＳ）の処理である。
【０１２１】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、サムネイル形式表示（その１）モードが選択されるとサム
ネイル形式表示処理（その１）を開始する。制御部３２は、サムネイル形式表示処理（そ
の１）を開始すると、ステップＳ１３０の処理へ移行する。
【０１２２】
　ステップＳ１３０：制御部３２は、記録している番組の懸賞情報の有無を判断する。制
御部３２は、記録している番組に懸賞情報が有れば（ステップＳ１３０のＹＥＳ）、ステ
ップＳ１３２の処理へ移行する。一方、制御部３２は、記録している番組に懸賞情報が無
ければ（ステップＳ１３０でＮＯ）、ステップＳ１３１の処理へ移行する。
【０１２３】
　ステップＳ１３１：制御部３２は、サムネイル形式で記録番組の表示を行い、処理を終
了する（ＥＮＤ）。
【０１２４】
　ステップＳ１３２：制御部３２は、懸賞の有る番組を強調表示して番組の表示を行い、
ステップＳ１３３へ移行する。
【０１２５】
　ステップＳ１３３：制御部３２は、ユーザからの検索要求の有無を判断する。制御部３
２は、ユーザからの検索要求があれば（ステップＳ１３３でＹＥＳ）、ステップＳ１３４
の処理へ移行する。一方、制御部３２は、ユーザからの検索要求が無ければ（ステップＳ
１３３でＮＯ）、処理を終了する（ＥＮＤ）。なお、検索条件として、たとえば番組のジ
ャンルや出演者、懸賞のジャンル、懸賞の応募締切期限などを設定することができる。
【０１２６】
　ステップＳ１３４：制御部３２は、ユーザからの検索要求に伴う検索条件の設定を行い
ステップＳ１３５の処理へ移行する。このときに、ユーザは、検索条件の追加や変更を行
うことができる。なお、ユーザが検索条件の設定を行わない場合にはデフォルトの検索条
件とする。
【０１２７】
　ステップＳ１３５：制御部３２は、ステップＳ１１３の処理で設定された検索条件に合
致する番組の有無を判断する。制御部３２は、ステップＳ１３４の処理で設定された検索
条件に合致する番組が有れば（ステップＳ１３５でＹＥＳ）、ステップＳ１３７の処理へ
移行する。一方、制御部３２は、ステップＳ１３４の処理で設定された検索条件に合致す
る番組が無ければ（ステップＳ１３５でＮＯ）、ステップＳ１３６の処理へ移行する。
【０１２８】
　ステップＳ１３６：制御部３２は、ステップＳ１３４の処理で設定された検索条件に合
致する番組が無い旨を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１２９】
　ステップＳ１３７：制御部３２は、ステップＳ１３４の処理で設定された検索条件に合
致する番組を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１３０】
　このようなサムネイル形式表示処理（その１）とすることで、懸賞番組を強調表示でき
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るため、ユーザが番組を見逃す確率を著しく低下させることができる。
【０１３１】
　１－２－２－１０．放送受信装置のサムネイル形式表示処理（その２）
　図１７は、図１に示す放送受信装置３０で行うサムネイル形式表示処理（その２）のフ
ローチャートである。この図１７に示すサムネイル形式表示処理（その２）は、図１３の
フローチャートの処理においてサムネイル形式表示が選択された場合（ステップＳ８２で
ＹＥＳ）の処理である。なお、図１６に示すサムネイル形式表示処理（その１）とは、応
募期限を考慮する点が異なる。
【０１３２】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、サムネイル形式表示（その２）モードが選択されるとサム
ネイル形式表示処理（その２）を開始する。制御部３２は、サムネイル形式表示処理（そ
の２）を開始すると、ステップＳ１４０の処理へ移行する。
【０１３３】
　ステップＳ１４０：制御部３２は、記録している番組の懸賞情報の有無を判断する。制
御部３２は、記録している番組に懸賞情報が有れば（ステップＳ１４０のＹＥＳ）、ステ
ップＳ１４２の処理へ移行する。一方、制御部３２は、記録している番組に懸賞情報が無
ければ（ステップＳ１４０でＮＯ）、ステップＳ１４１の処理へ移行する。
【０１３４】
　ステップＳ１４１：制御部３２は、サムネイル形式で記録番組の表示を行い、処理を終
了する（ＥＮＤ）。
【０１３５】
　ステップＳ１４２：制御部３２は、懸賞情報の応募期限と現在日時を比較してステップ
Ｓ１４３の処理へ移行する。
【０１３６】
　ステップＳ１４３：制御部３２は、応募期限を過ぎていない懸賞番組の有無を判断する
。制御部３２は、応募期限を過ぎていない懸賞番組が有れば（ステップＳ１４３でＹＥＳ
）、ステップＳ１４４の処理へ移行する。一方、制御部３２は、応募期限を過ぎていない
懸賞番組の有無を判断し、応募期限を過ぎていない懸賞番組が無ければ（ステップＳ１４
３でＮＯ）、ステップＳ１４１の処理へ移行して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１３７】
　ステップＳ１４４：制御部３２は、記録番組の中に締切が近い懸賞番組の有無を判断す
る。制御部け３２は、締切が近い懸賞番組が有れば（ステップＳ１４４でＹＥＳ）、ステ
ップＳ１４６の処理へ移行する。一方、制御部３２は、記録番組の中に締切が近い懸賞番
組の有無を判断し、締切が近い懸賞番組が無ければ（ステップＳ１４４でＮＯ）、ステッ
プＳ１４５の処理へ移行する。
【０１３８】
　ステップＳ１４５：制御部３２は、懸賞のある番組を強調表示して番組を表示し、ステ
ップＳ１４７の処理へ移行する。
【０１３９】
　ステップＳ１４６：制御部３２は、締切が近い懸賞番組をその他の懸賞のある番組とは
異なる強調表示し、ステップＳ１４７の処理へ移行する。また、懸賞番組を締切の期限順
（近い順または遠い順）に並べ換えて表示してもよい。
【０１４０】
　ステップＳ１４７：制御部３２は、ユーザからの検索要求の有無を判断する。制御部３
２は、ユーザからの検索要求が有れば（ステップＳ１４７でＹＥＳ）、ステップＳ１４８
の処理へ移行する。一方、ユーザからの検索要求が無ければ（ステップＳ１４７でＮＯ）
、処理を終了する（ＥＮＤ）。なお、検索条件として、たとえば番組のジャンルや出演者
、懸賞のジャンル、懸賞の応募締切期限などを設定することができる。
【０１４１】
　ステップＳ１４８：制御部３２は、ユーザからの検索要求に伴う検索条件の設定を行い
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ステップＳ１４９の処理へ移行する。このときに、ユーザは、検索条件の追加や変更を行
うことができる。なお、ユーザが検索条件の設定を行わない場合にはデフォルトの検索条
件とする。
【０１４２】
　ステップＳ１４９：制御部３２は、ステップＳ１４８の処理で設定された検索条件に合
致する番組の有無を判断する。制御部３２は、ステップＳ１４８の処理で設定された検索
条件に合致する番組が有れば（ステップＳ１４９でＹＥＳ）、ステップＳ１５１の処理へ
移行する。一方、制御部３２は、ステップＳ１４８の処理で設定された検索条件に合致す
る番組が無ければ（ステップＳ１４９でＮＯ）、ステップＳ１５０の処理へ移行する。
【０１４３】
　ステップＳ１５０：制御部３２は、ステップＳ１４８の処理で設定された検索条件に合
致する番組が無い旨を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１４４】
　ステップＳ１５１：制御部３２は、ステップＳ１４８の処理で設定された検索条件に合
致する番組を表示して処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１４５】
　このようなサムネイル形式表示処理（その２）とすることで、懸賞番組を強調して表示
できると共に、その締切を明確に表示できる。このため、ユーザが番組を見逃す確率を著
しく低下させることができる。また、ユーザが懸賞番組の応募期限を見過ごしてしまう確
率を著しく低下させることができる。
【０１４６】
１－３．懸賞情報表示例
　１－３－１．表示例その１
　図１８は、図３に示す表示装置５０で表示される画面表示例その１を示す図である。図
１８に示すこの画面例は、たとえば上述した図６のステップＳ１３で表示される画面であ
り、新聞のラテ欄形式で表示したＥＰＧ画面である。当該ＥＰＧ画面の左端には、現在受
信中の放送種別が強調表示され、他の放送種別はグレーアウトされている。また、番組表
の右上には、現在日時が表示される。本実施の形態では、４つの放送局１０の番組表が表
示されている。この番組表において、放送局１０の１つである「東京ＢＣ」、１７時～１
９時の番組「日本7不思議発掘！」に、懸賞情報があるため強調表示されていることを示
している。なお、強調表示は行わず、懸賞情報を番組表に表示するのみでもよい。
【０１４７】
　１－３－２．表示例その２
　図１９は、図３に示す表示装置５０で表示される画面表示例その２を示す図である。こ
の図１９で示される画面は、図１８の番組表で「日本７不思議発掘！」が選択された例（
方向キーで番組表内の選択番組を移動させ、決定キーを押す）を示す。図１９では、「日
本７不思議発掘！」の詳細な番組情報が表示される。方向キーの下を押して画面を送るこ
とにより画面に表示しきれない情報が表示される。図１９では、応募方法等も表示される
。
【０１４８】
　また、図１９では録画予約ボタン、選局ボタン、視聴予約ボタン、プレゼントボタンが
表示される。録画予約ボタンを押すとこの番組の録画（録画予約）を行う。選局ボタンを
押すとこの放送局１０にチャンネルを切り替えて表示される。続いて視聴予約ボタンを押
すと、この番組の開始時にチャンネルを切り替える制御を行う。プレゼントボタンを押す
と、懸賞情報を抽出し、特化した情報を表示する。
【０１４９】
　なお、図１９の画像表示例において、画面上のボタンを押す操作は、操作入力部３１の
方向キーを押して画面上のボタンを選択し、その上で操作入力部３１の決定ボタンを押す
操作になる。あるいは、操作入力部３１が画面上に配置されたタッチパネルである場合に
は、画面に表示されたボタンを直接指で押すこともできる。
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【０１５０】
　１－３－３．表示例その３
　図２０は、図３に示す表示装置５０で表示される画面表示例その３を示す図である。図
２０では、プレゼントボタンが押された場合の懸賞情報を表示している。なお、プレゼン
ト画像データは、懸賞データ列内に画像データを含めて送信することによりプレゼント画
像のデータを表示することができる。
【０１５１】
　１－３－４．表示例その４
　図２１は、図３に示す表示装置５０で表示される画像表示例その４を示す図である。図
２１は、放送受信中に操作入力部３１の検索ボタン（不図示）を押した場合の画像表示例
である。それまで全面に表示されていた放送画像の代わりに検索するジャンルやキーワー
ドが表示される。再度、検索ボタンを押すと、図２２の表示例に示すように、検索結果が
リスト形式で表示される。図２２の表示例では、「日本７不思議発掘！」に懸賞が有り、
「サンデーＭｕｓｉｃ」が録画予約されていることがわかる。
【０１５２】
　１－３－５．表示例その５
　図２３は、図３に示す表示装置５０で表示される画像表示例その５を示す図である。図
２３は、図１２に示す記録処理のフローチャートに基づき懸賞情報がある番組の情報が記
録されている状況を表示している例である。ここでは「おススメ自動録画番組リスト」と
なっており、このリストの中から番組を選択して青ボタン（＝録画予約ボタン）を押下す
れば、その番組が録画予約される。また、黄ボタン（＝視聴予約ボタン）を押下すれば、
その番組の放送時間になると自動的に放送受信装置３０がその番組を選局する。
【０１５３】
　なお、「おススメ自動録画番組」とは、放送受信装置３０の記録部３７に記録されてい
る過去の視聴履歴やユーザが過去に設定したキーワードなどを利用して制御部３２が自動
的に検索設定を行い、これに基づき検索した録画候補番組のことである。このような技術
は周知慣用技術であるため詳細な説明は省略する。
【０１５４】
　１－３－６．表示例その６
　図２４は、図３に示す表示装置５０で表示される画像表示例その６を示す図である。図
２４は、図１５のリスト形式表示処理（その２）のフローチャートにおけるステップＳ１
１７において、締切が近い懸賞情報を強調表示している例である。
【０１５５】
　１－３－７．表示例その７
　図２５は、図３に示す表示装置５０で表示される画像表示例その１０を示す図である。
図２５は、図１５のリスト形式表示処理（その２）のフローチャートにおけるステップＳ
１１８において、検索要求が有る場合の検索画面の表示例である。
【０１５６】
　１－３－８．表示例その８
　図２６は、図３に示す表示装置５０で表示される画像表示例その８を示す図である。図
２６は、図１７のサムネイル形式表示例（その２）のフローチャートに基づくものである
。懸賞情報を有する番組は「プレゼント！！」と表示されている。また、締切の近い番組
は色をサムネイルの色を変えて強調表示されている。また、「ＮＥＷ！」は、未再生を示
す。
【０１５７】
　以上に説明したことから、本発明の第１実施形態に係る情報配信システム１は、懸賞情
報を含めて放送するため、懸賞がある番組を容易に把握することができる。これにより放
送局１０側のメリットとして、懸賞を目的とした新たな視聴者を獲得し、視聴機会を増加
させることができる。また、ユーザ側のメリットとして、ＥＰＧ情報から簡単に懸賞を行
っている番組を把握することができるので、プレゼントを提供している番組を容易に探し
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出して、視聴または記録再生することができる。また、そのような番組でどのようなプレ
ゼントがなされるのかを簡単に把握することができる。また、リアルタイムの懸賞番組か
どうかを把握することにより、その場で視聴するのか録画してから視聴するのかを選択す
ることができる。
【０１５８】
　１－４．実施例１の変形例：（ＥＰＧと懸賞情報が別）
　１－４－１．放送送信装置の構成
　続いて、上述した実施例１の変形例である放送送信装置１１Ａについて説明する。図２
７は、図２に示す放送送信装置１１の変形例である放送送信装置１１Ａを示す図である。
この放送送信装置１１Ａでは、実施例１の放送送信装置１１と異なり、ＥＰＧ情報に懸賞
情報を含めて送信するものではなく、ＥＰＧ情報とは別に懸賞情報を生成して、送出する
ものである。すなわち、懸賞情報作成部１９は、放送スケジュールＤＢ１８を参照して懸
賞情報を生成して、生成した懸賞情報と共にＭＵＸ部１６Ａで多重化して送出されるもの
である。図２７に示す放送送信装置１１Ａには、図２に示す放送送信装置１１では無かっ
た懸賞情報作成部１９がある。また、ＭＵＸ部１６Ａは、懸賞情報作成部１９で作成され
た懸賞情報を他の信号に多重する機能を有する。
【０１５９】
　１－４－２．放送送信装置の処理
　図２８は、図２７に示す放送送信装置１１Ａの放送配信処理のフローチャートである。
なお、放送スケジュールＤＢ１８に格納されている番組情報には、当該番組内で告知され
る懸賞情報が関連付けられて記憶されているものとする。
【０１６０】
　ＳＴＡＲＴ：制御部１２Ａは、電源がＯＮになる、または当該配信モードが選択される
と放送配信処理を開始する。
【０１６１】
　ステップＳ１６０：制御部１２Ａは、放送スケジュールＤＢ１８を参照して、番組情報
に懸賞情報が含まれているか否かを判断する。制御部１２Ａは、番組情報に懸賞情報が含
まれている場合（ステップＳ１６０でＹＥＳ）には、ステップＳ１６２の処理へ移行し、
番組情報に懸賞情報が含まれていない場合（ステップＳ１６０でＮＯ）には、ステップＳ
１６１の処理へ移行する。
【０１６２】
　ステップＳ１６１：制御部１２Ａは、放送コンテンツ、データ放送、ＥＰＧ情報を多重
化する。制御部１２Ａは、ステップＳ１６１の処理が完了すると、ステップＳ１６４の処
理へ移行する。
【０１６３】
　ステップＳ１６２：制御部１２Ａは、懸賞情報を生成する。制御部１２Ａは、ステップ
Ｓ１６２の処理が完了すると、ステップＳ１６３の処理へ移行する。
【０１６４】
　ステップＳ１６３：制御部１２Ａは、放送コンテンツ、データ放送、ＥＰＧ情報、懸賞
情報を多重化する。制御部１２Ａは、ステップＳ１６３の処理が完了すると、ステップＳ
１６４の処理へ移行する。
【０１６５】
　ステップＳ１６４：制御部１２Ａは、ステップＳ１６１またはＳ１６３で多重化した放
送データを送出して放送配信処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１６６】
　また、「実施例１」の図１３～図１７のフローチャートで説明した記録再生処理につい
ては、「実施例１の変形例」においても適用できる。ただし、懸賞情報は、ＥＰＧ情報に
は含まれていないため、制御部３２は、ＥＰＧ情報に基づいて番組を指定した後、懸賞情
報のデータを読みに行き、当該番組に懸賞情報が有るか否かを判断する。そして、制御部
３２は、懸賞情報が有る場合には、これを取得することによって「実施例１」で説明した
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記録再生処理を行うことができる。
【０１６７】
　このような配信処理とすることにより、上述した第１実施例の放送送信装置１１の有す
る効果に加えて、ＥＰＧ情報の生成段階において番組内での懸賞の有無が確定していない
場合や、ＥＰＧ情報作成後に懸賞情報を追加したい場合であっても放送データに多重化し
て放送受信装置３０Ａへ配信を行うことができる。また、ＥＰＧ情報に懸賞情報を含める
ことができない場合であっても、放送データに多重化して放送受信装置３０Ａへ配信する
ことができる。
【実施例２】
【０１６８】
　２．情報配信システム１Ａ（実施例２：ＥＰＧに懸賞情報含む）の全体構成
　図２９は、本発明の第２実施形態に係る情報配信システム１Ａの全体構成を示すブロッ
ク図である。図２９に示す情報配信システム１Ａは、第１実施形態に係る情報配信システ
ム１と異なり、放送局１０と、放送局サーバ７０と、放送受信装置３０ＡとがＩＰ通信網
１００を介して通信可能となっている。放送局１０は、放送波により放送番組やデータ放
送、ＥＰＧ情報を送出する。放送局サーバ７０は、ＩＰ通信網１００経由でＥＰＧ情報な
どを送信する。放送局サーバ７０は、放送局１０が有していてもよいし、別個に独立して
存在してもよい。放送局サーバ７０は、独自のインターネット独自の番組や静止画、音声
、動画といったコンテンツデータを送信するようにしてもよい。また、放送局サーバ７０
は、放送局の番組と連動した独自の番組や静止画、音声、動画といったコンテンツデータ
を送信するようにしてもよい。受信装置３０は、放送局からの放送波を受信し、受信した
番組の表示、音声出力やＥＰＧ情報の出力を行う。放送受信装置３０はたとえば、ＴＶ放
送やラジオ放送の受信機である。放送受信装置３０には録画、録音機能を有していてもよ
い。また、放送局サーバ７０からのコンテンツを受信し、表示や音声出力、データの出力
等を可能としている。
【０１６９】
　２－１．各部の説明
　２－１－１．放送受信装置の構成
　図３０は、図２９に示す放送受信装置３０Ａの全体構成を示すブロック図である。図３
０に示すように、放送受信装置３０Ａは、操作入力部３１、制御部３２、チューナー３３
、ＤＥＭＵＸ部３４、デコード部３５、映像音声出力部３６、記録部３７、ネットワーク
接続部３８、ネットワーク情報デコード部３９、ユーザ情報記憶部４０を主要な構成要素
としている。ここで、制御部３２は、たとえば不図示のハードウェア資源であるＣＰＵな
どで構成されており、記録部やＲＯＭなどに格納されている各種プログラムをＲＡＭに読
み出して、各種演算処理を協働して実行することで、放送受信装置３０Ａの各部の機能が
行う情報処理を実現することができる。なお、第１実施例の放送受信装置３０Ａと同一の
機能（操作入力部３１、制御部３２、チューナー３３、ＤＥＭＵＸ部３４、デコード部３
５、映像音声出力部３６、記録部３７）については同一の符号を付して説明を省略する。
【０１７０】
　ネットワーク接続部３８は、ＩＰ通信網１００を介して放送局サーバ７０と通信を行う
通信インターフェースである。ネットワーク接続部３８は、放送局サーバ７０のネットワ
ーク接続部８１（図３１参照）からのデータを受信し、ネットワーク情報デコード部３９
に当該データを送る。なお、ネットワーク接続部３８は、請求項の電子番組情報取得部の
一部、告知情報取得部の一部として機能する。
【０１７１】
　ネットワーク情報デコード部３９は、ネットワーク接続部３８から受信したデータを制
御部３２の指示にしたがってデコードし、記録部３７に供給する。なお、記録部３７に供
給されたデータは、映像音声出力部３６へ供給され、その後、表示装置５０および／また
は音声再生装置６０に出力される。ユーザ情報記憶部４０は、情報配信システム１Ａを利
用するユーザ情報が格納されている。なお、ネットワーク情報デコード部３９は、請求項
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の告知情報出力部の一部として機能する。
【０１７２】
　２－１－２．放送局サーバの構成
　図３１は、図２９に示す放送局サーバ７０の全体構成を示すブロック図である。図３１
に示すように放送局サーバ７０は、制御部７１、コンテンツストリーム作成部７２、配信
要求受付部７３、ユーザ情報管理部７４、コンテンツデータ配信部７５、ＥＰＧ情報作成
部７６、サーバ放送用ＥＰＧ情報作成部７７、コンテンツＤＢ７８、放送スケジュールＤ
Ｂ７９、懸賞商品情報ＤＢ８０、ネットワーク接続部８１とを主要な構成要素としている
。なお、放送局サーバ７０は、請求項の情報配信装置として機能する。
【０１７３】
　ここで、上述したコンテンツストリーム作成部７２、配信要求受付部７３、ユーザ情報
管理部７４、コンテンツデータ配信部７５、ＥＰＧ情報作成部７６、サーバ放送用ＥＰＧ
情報作成部７７の各機能が実現する情報処理は、放送局サーバ７０全体を制御する制御部
７１がハードウェア資源と協働して実行することにより実現される。具体的には、制御部
７１は、不図示のハードウェア資源であるＣＰＵなどから構成され、ＣＰＵが不図示のＲ
ＯＭに格納されている各種プログラムを不図示のＲＡＭに読み出して協働して実行するこ
とにより実現している。また、上述したコンテンツＤＢ７８、放送スケジュールＤＢ７９
、懸賞商品情報ＤＢ８０は不図示の記憶部に記憶されており、記憶部は、たとえばＨＤＤ
やフラッシュメモリなどから構成される。なお、第１実施例の放送送信装置３０と同一の
機能（コンテンツストリーム作成部７２）については、説明を省略する。
【０１７４】
　配信要求受付部７３は、放送受信装置３０Ａからの懸賞情報の配信要求を受け付ける機
能を有する。具体的には、放送受信装置３０Ａから要求のあったコンテンツやＥＰＧ情報
、サーバ放送用ＥＰＧ情報を提供する。
【０１７５】
　ユーザ情報管理部７４は、放送局サーバ７０に接続してきたユーザが登録されていない
場合に所定の入力事項を求めて、情報配信システム１Ａのユーザとして新たに登録するこ
とができる機能を有している。具体的には、ユーザ情報管理部７４は、接続してきた放送
受信装置３０Ａのディスプレイ、または放送受信装置３０Ａに接続されている表示装置５
０にユーザ登録画面を表示し、所定の事項を入力させて、入力された事項を不図示の記憶
部に記憶する処理を行う。
【０１７６】
　また、ユーザ情報管理部７４は、放送局サーバ７０に接続してきたユーザが、情報配信
システム１Ａを正当に利用できるユーザであるか否かを判断する機能を有している。具体
的には、ユーザ情報管理部７４は、接続してきた放送受信装置３０Ａのディスプレイ、ま
たは放送受信装置３０Ａに接続されている表示装置５０にユーザ認証画面を表示させ、当
該認証画面に入力された事項（たとえばユーザが入力したユーザＩＤおよびパスワードな
ど）と、不図示の記憶部に予め記憶されている事項（当該ユーザＩＤと当該ユーザが予め
設定したパスワードなど）とを照合することでユーザ認証処理を行う。なお、ユーザ情報
管理部７４は、ユーザ認証サーバとしてのＬＤＡＰ（Ｌｉｇｈｔｗｅｉｇｈｔ　Ｄｉｒｅ
ｃｔｏｒｙ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバを、放送局サーバ７０とは別に構
築して、当該ＬＤＡＰサーバにおいて上述したユーザ情報管理部７４の各処理を実現する
ようにしてもよい。また、ユーザ情報管理部７４は、ユーザの情報を管理する。具体的に
はユーザＩＤとユーザの視聴エリアが登録されており、要求のあったユーザに視聴エリア
に応じた適切な放送地域のＥＰＧデータを提供することができる。
【０１７７】
　コンテンツデータ配信部７５は、放送送信装置１１が放送波で送出する放送データとは
異なり、当該放送データに関連するコンテンツ、またはそれ以外のコンテンツをＩＰ通信
網１００経由で配信する機能を有する。
【０１７８】
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　ＥＰＧ情報作成部７６は、放送スケジュールＤＢ７９と懸賞商品情報ＤＢ８０に基づき
、ＥＰＧ情報を作成する。放送スケジュールＤＢ７９には、放送波（テレビ放送、ラジオ
放送等）の番組情報が記憶され、ＥＰＧ情報の作成に用いられる。また、放送スケジュー
ルＤＢ７９には、基本的には第１実施形態に係る放送送信装置１１の放送スケジュールＤ
Ｂ７９と同等のデータが含まれているが、より詳細な情報が記憶されているものである。
また、懸賞商品情報ＤＢ８０には、予め懸賞情報が記憶されている。懸賞情報は、図３２
～図３４に示すデータに記載のように懸賞のある番組の放送種別や放送局、番組名、開始
/終了時刻、リアルタイムに応募する番組なのか、応募締切情報、申込情報等が記録され
ている。これらはＥＰＧ情報の作成に用いられ、ＥＰＧ情報に懸賞情報を含んで放送受信
装置３０Ａからの要求に応じて送信される。
【０１７９】
　サーバ放送用ＥＰＧ情報作成部７７は、後述するコンテンツＤＢ７８のコンテンツが放
送番組と関係するコンテンツである場合に、放送番組と関係するコンテンツのＥＰＧデー
タを作成するものである。このコンテンツに関連した懸賞情報がある場合には、その懸賞
情報も含めてサーバ放送用ＥＰＧデータを作成する。
【０１８０】
　コンテンツＤＢ７８には、種々のコンテンツが記憶されている。コンテンツＤＢ７８に
記憶されているコンテンツは、番組連動型のものや放送終了後にもアクセスできるコンテ
ンツ、また、エリア限定のものではないコンテンツなどが記憶されている。具体的なコン
テンツの例としては、静止画、動画、音声等である。なお、これらの情報は、例えばＸＭ
Ｌ(ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ)やＢＭＬ(Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ)等のマークアップ言語で記述されており、この
ようなマークアップ言語を用いることで、ＩＰ通信網１００との親和性を良好なものとす
ることができる。
【０１８１】
　２－２．各装置の処理
　２－２－１．放送局サーバの懸賞情報配信処理
　続いて、放送局サーバ７０の行う懸賞情報配信処理について説明する。放送局サーバ７
０は、ＥＰＧ情報に懸賞情報を付加して放送受信装置３０Ａに対して送信処理を行う。
【０１８２】
　図３２は、図２９に示す放送局サーバ７０から送信される懸賞情報のデータ列の一例を
示す図である。図３２に示すように、懸賞情報のデータ列は、「放送種別」、「放送局名
」、「放送開始日時」、「放送終了日時」、「番組名」、「表示形式」、「音声形式」「
ジャンル」、「出演者」、「監督」、「制作会社」、「番組内容」、「リアルタイムか否
か」、「応募方法」、「懸賞申込開始日時」、「懸賞申込終了日時」、「プレゼントジャ
ンル」、「プレゼント商品名」などのフィールドから構成されている。
【０１８３】
　また、放送局サーバ７０は、図３２で示した懸賞情報のデータ列をＥＰＧ情報に付加す
る。図３３は、図２９に示す放送局サーバ７０から送信されるＥＰＧ情報に懸賞情報のデ
ータ列が付加された例その１を示す図である。図３３に示すように、懸賞情報のデータ列
には「連動コンテンツ１」、「連動コンテンツ２」のフィールドが追加されている。これ
により番組と連動したコンテンツを配信可能とし、当該コンテンツに関するＥＰＧ情報も
送信することができる。
【０１８４】
　図３４は、図２９に示す放送局サーバ７０から送信されるＥＰＧ情報に懸賞情報が付加
された例その２を示す図である。図３４に示すように、「連動コンテンツ１」フィールド
から右のフィールドは、連動するコンテンツに関するものであり、当該連動コンテンツの
懸賞情報が付加されているデータ列としてもよい。
【０１８５】
　上述した懸賞情報をＥＰＧ情報に入れる場合には、例えばＡＲＩＢ（Ａｓｓｏｃｉａｔ
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ｉｏｎ　ｏｆ　Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ）で規
定される地上デジタル放送や、ＢＳデジタル放送のＳＩ情報中にあるＥＰＧ情報のＴＹＰ
Ｅ－Ｈを表示するための、番組表形式のデータ部分又は及び個別の番組の説明のためのデ
ータ部分に入れることが好ましい。また、他の放送や他のＥＰＧ表示形式の場合（ワンセ
グ放送）の場合には、番組名や番組説明のためのテキスト情報のデータ中に懸賞情報を入
れることが好ましい。また、懸賞情報は、放送受信装置３０Ａ側でテキスト検索できるよ
う、所定のキーワード“懸賞”、“プレゼント”といった文字列を含むようにすることが
好ましい。また、応募条件を記述する場合には、“応募条件”という文字列のあとに所定
の条件内容を記載することが好ましい。応募の開始、終了期間についても、同様の形式で
表現を行うことが好ましい。
【０１８６】
　図３５は、図２９に示す放送局サーバ７０で行うＥＰＧ情報送信処理のフローチャート
である。このＥＰＧ情報送信処理は、懸賞情報の有無を含めたＥＰＧ情報を配信するもの
である。なお、図５の処理と同一の処理（図３５のＳＴＡＲＴ、ステップＳ１、Ｓ２、Ｓ
３、Ｓ４の処理）については、同一のステップ番号を付し、説明を省略する。
【０１８７】
　ステップＳ１７０：制御部７１は、送信する期間内の全ての番組を含んだＥＰＧ情報を
生成する。放送局サーバ７０の制御部７１は、ステップＳ１７０の処理が完了すると、ス
テップＳ１７１の処理へ移行する。
【０１８８】
　ステップＳ１７１：制御部７１は、ＥＰＧ情報の送信要求判断を行う。放送局サーバ７
０の制御部７１は、ＥＰＧ情報の送信要求がある場合（ステップＳ１７１でＹＥＳ）には
ステップＳ１７２へ、ＥＰＧ情報の送信要求が無い場合（ステップＳ１７１でＮＯ）には
、ステップＳ１７１の判断処理を繰り返す。
【０１８９】
　ステップＳ１７２：制御部７１は、ＥＰＧ情報を送信してＥＰＧ情報送信処理を終了す
る（ＥＮＤ）。
【０１９０】
　このような送信処理とすることで、懸賞情報の有無がＥＰＧ情報に含まれて配信される
ため、視聴者が放送番組内で告知される情報を容易に知ることができる。また、放送受信
装置３０Ａからの送信要求に基づいて、ＩＰ通信網１００を利用して懸賞情報の有無を有
するＥＰＧ情報を放送局サーバ７０から配信させるため、第１実施形態における放送送信
装置１１の放送波による配信処理とは異なり、視聴者の配信要求に基づいて懸賞情報の有
無を有するＥＰＧ情報を配信することが可能となる。つまり、ユーザの要求を反映するこ
とができる。
【０１９１】
　２－２－２－１．放送受信装置の懸賞情報表示処理その１
　図３６は、図２９に示す放送受信装置３０Ａで行う懸賞情報表示処理のフローチャート
である。
【０１９２】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、電源がＯＮになる、または当該表示モードが選択されると
懸賞情報表示処理を開始する。制御部３２は、懸賞表示処理が開始されると、ステップＳ
１８０の処理へ移行する。
【０１９３】
　ステップＳ１８０：制御部３２は、ＥＰＧ画面の表示要求有無を判断する。制御部３２
は、ＥＰＧ画面の表示要求がある場合（ステップＳ１８０でＹＥＳ）には、ステップＳ１
８１の処理へ移行し、ＥＰＧ画面の表示要求がない場合（ステップＳ１８０でＮＯ）には
、ステップＳ１８０の判断処理を繰り返す。
【０１９４】
　ステップＳ１８１：制御部３２は、ＥＰＧ情報が未取得か否かを判断する。制御部３２
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は、未取得の場合（ステップＳ１８１でＹＥＳ）には、ステップＳ１８２の処理へ移行し
、取得済みの場合（ステップＳ１８１でＮＯ）には、ステップＳ１８３の処理へ移行する
。なお、常時ネットワーク接続をしている環境において、特定のタイミングで（たとえば
５分に1回など）で最新のＥＰＧを取得することができる場合には、このステップを行わ
なくてもよい。
【０１９５】
　ステップＳ１８２：制御部３２は、ＥＰＧ情報を放送局サーバ７０へ要求する。
【０１９６】
　ステップＳ１８３：制御部３２は、ステップＳ１８１またはＳ１８２で要求して取得し
たＥＰＧ情報に基づいてＥＰＧ画面を表示して懸賞情報表示処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０１９７】
　このような表示処理とすることで、ＥＰＧ表示要求があった場合に、ＥＰＧ情報の取得
有無を確認すると共に、ＥＰＧ情報を取得していない場合であっても、放送局サーバ７０
にＥＰＧ情報の取得要求を行い、当該要求により取得したＥＰＧ情報を表示することがで
きる。
【０１９８】
　２－２－２－２．放送受信装置の懸賞情報表示処理その２
　図３７は、図２９に示す放送受信装置３０Ａで行う懸賞情報表示処理のフローチャート
である。この懸賞情報表示処理は、図３６で示した懸賞情報表示処理と異なり、放送局サ
ーバ７０から懸賞情報のみを受信した場合の表示処理である。
【０１９９】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、電源がＯＮになる、または当該表示モードが選択されると
懸賞情報表示処理を開始する。制御部３２は、懸賞情報表示処理が開始されると、ステッ
プＳ１９０の処理へ移行する。
【０２００】
　ステップＳ１９０：制御部３２は、表示要求されているＥＰＧ情報に懸賞情報があるか
否かを判断する。制御部３２は、表示要求されているＥＰＧ情報に懸賞情報がある場合（
ステップＳ１９０でＹＥＳ）には、ステップＳ１９２の処理へ移行し、懸賞情報がない場
合（ステップＳ１９０でＮＯ）には、ステップＳ１９１の処理へ移行する。
【０２０１】
　ステップＳ１９１：制御部３２は、ＥＰＧ情報を画面に表示する。制御部３２は、ステ
ップＳ１９１の処理が完了すると、ステップＳ１９３の処理へ移行する。
【０２０２】
　ステップＳ１９２：制御部３２は、懸賞のある番組のＥＰＧ情報部分にマークを合成し
て表示（重畳表示）させる。制御部３２は、ステップＳ１９２の処理が完了すると、ステ
ップＳ１９３の処理へ移行する。なお、懸賞のある旨を示すマークは、アイコンやテキス
トでもよい。
【０２０３】
　ステップＳ１９３：制御部３２は、ＥＰＧ情報に基づいて表示されている番組の中から
特定の番組についての表示要求有無を判断する。制御部３２は、特定の番組についての表
示要求がある場合（ステップＳ１９３でＹＥＳ）には、ステップＳ１９４の処理へ移行し
、表示要求がない場合（ステップＳ１９３でＮＯ）には懸賞情報表示処理を終了する（Ｅ
ＮＤ）。
【０２０４】
　ステップＳ１９４：制御部３２は、特定の番組に懸賞情報があるか否かを判断する。特
定の番組に懸賞情報がある場合（ステップＳ１９４でＹＥＳ）には、ステップＳ１９６の
処理へ移行し、懸賞情報がない場合（ステップＳ１９４でＮＯ）には、ステップＳ１９５
の処理へ移行する。
【０２０５】
　ステップＳ１９５：制御部３２は、図１９に示すような番組情報を表示して懸賞情報表
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示処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０２０６】
　ステップＳ１９６：制御部３２は、図１９に示すような番組情報と図２０に示すような
懸賞情報を共に並べて表示して懸賞情報表示処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０２０７】
　なお、ステップＳ１９４で、懸賞情報がある場合に、図１９のようなプレゼントのアイ
コンを表示させ、このアイコンが選択された場合に、図２０のような懸賞情報の詳細を表
示するようにしてもよい。
【０２０８】
　このような表示処理とすることで、ＥＰＧ画面上に表示される番組の懸賞情報の有無や
、詳細な懸賞情報を容易に知ることができる。また、これらの情報が放送番組の視聴する
ための動機付けとなり、当該放送番組の視聴率アップに寄与することができる。
【０２０９】
　また、「実施例１」の図１３～図１７のフローチャートで説明した記録再生処理につい
ては、「実施例２」においても適用できる。ただし、懸賞情報は、放送波には含まれてい
ないため、制御部３２は、懸賞情報を含んだＥＰＧ情報のデータの送信を放送局サーバ７
０に要求し、ＥＰＧ情報を取得する。そして、制御部３２は、放送局サーバ７０から取得
した、懸賞情報を含んだＥＰＧ情報を利用することによって「実施例１」で説明した記録
再生処理を行うことができる。
【０２１０】
　以上に説明したことから、本発明の第２実施形態に係る情報配信システム１Ａは、懸賞
情報を含めて放送するため、懸賞がある番組を容易に把握することができる。これにより
放送局１０側のメリットとして、懸賞を目的とした新たな視聴者を獲得し、視聴機会を増
加させることができる。また、ユーザ側のメリットとして、ＥＰＧ情報から簡単に懸賞を
行っている番組を把握することができるので、プレゼントを提供している番組を容易に探
し出して、視聴することができる。また、そのような番組でどのようなプレゼントがなさ
れるのかを簡単に把握することができる。また、リアルタイムの懸賞番組かどうかを把握
することにより、その場で視聴するのか録画してから視聴するのかを選択することができ
る。また、放送局からＥＰＧ情報が送信されない場合や、ＥＰＧ情報に懸賞情報を含んで
送信されない場合においても、放送局サーバから送信された懸賞情報を含んだＥＰＧ情報
を取得することにより、懸賞情報がある番組を容易に把握することができる。
【０２１１】
　２－４．実施例２の変形例（ＥＰＧと懸賞情報が別）
　続いて、上述した実施例２の変形例である放送配信システム１Ｂについて説明する。以
下に説明する放送局サーバ７０の変形例である放送局サーバ７０Ｂでは、実施例２の放送
局サーバ７０と異なり、ＥＰＧ情報に懸賞情報を含めて送信するものではなく、ＥＰＧ情
報とは別に懸賞情報を生成して、送信するものである。また、以下に説明する放送受信装
置３０Ａの変形例としての放送受信装置３０Ｂでは、実施例２の放送受信装置３０Ａと異
なり、ＥＰＧ情報に懸賞情報が含まれた状態で受信するものではなく、ＥＰＧ情報と懸賞
情報が別々に作成された状態で受信するものである。
【０２１２】
　２－４－１．放送局サーバの構成
　放送局サーバ７０Ｂは、実施例２の放送局サーバ７０と異なり、ＥＰＧ情報に懸賞情報
を含めて送信するものではなく、ＥＰＧ情報とは別に懸賞情報を生成して、送出するもの
である。すなわち、図３１に示す放送局サーバ７０の構成に加えて懸賞情報作成部８２を
有している。この懸賞情報作成部８２は、放送スケジュールＤＢ７９を参照して懸賞情報
を生成する。そして、生成した懸賞情報は、ＩＰ経由でネットワークを介して送信される
。なお、懸賞情報作成部８２以外は、図３１に示す放送局サーバ７０と同一であるため、
図示および説明を省略する。
【０２１３】



(28) JP 2016-28484 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

　２－４－２．放送受信装置の構成
　放送受信装置３０Ｂは、実施例２の放送受信装置３０Ａと異なり、ＥＰＧ情報に懸賞情
報を含めて送信するものではなく、ＥＰＧ情報とは別に生成された懸賞情報をネットワー
ク経由で受信するものである。しかしながら、この変形例における放送受信装置３０Ｂは
、図３０に示す放送受信装置３０Ａと同一の構成であるため、図示および説明を省略する
。
【０２１４】
　２－４－３．放送局サーバの配信処理
　続いて、放送局サーバ７０Ｂの配信処理について説明する。図３２は放送局サーバ７０
Ｂから送信される懸賞情報の一例である。図３２は懸賞情報の他に番組情報と連動するコ
ンテンツの情報も含めて送信する場合の例である。図３３では、放送局の番組に懸賞情報
が存在するのではなく、連動コンテンツに懸賞情報がある場合を示している。図３８は、
図３５に示すＥＰＧ情報送信処理の変形例を示す図である。この変形例では、懸賞情報の
みを作成して送信するものである。
【０２１５】
　ＳＴＡＲＴ：制御部７１は、電源がＯＮになる、または当該送信モードが選択されると
懸賞情報送信処理を開始する。制御部７１は、懸賞情報送信処理が開始されると、ステッ
プＳ２００の処理へ移行する。
【０２１６】
　ステップＳ２００：制御部７１は、懸賞情報がある番組か否かを判断する。制御部７１
は、懸賞情報がある番組の場合（ステップＳ２００でＹＥＳ）には、ステップＳ２０１の
処理へ移行し、懸賞情報がない番組の場合（ステップＳ２００でＮＯ）には、ステップＳ
２０２の処理へ移行する。
【０２１７】
　ステップＳ２０１：制御部７１は、懸賞情報を生成する。制御部７１は、ステップＳ２
０１の処理が完了すると、ステップＳ２０２の処理へ移行する。
【０２１８】
　ステップＳ２０２：制御部７１は、送信する期間内の全ての番組について懸賞の有無を
チェックする。制御部７１は、送信する期間内の全ての番組について懸賞の有無をチェッ
クした場合（ステップＳ２０２でＹＥＳ）は、ステップＳ２０３の処理へ移行し、チェッ
クしていない場合（ステップＳ２０２でＮＯ）は、ステップＳ２００の処理へ戻る。
【０２１９】
　ステップＳ２０３：制御部７１は、送信する期間内に含まれるすべての懸賞情報を作成
する。制御部７１は、ステップＳ２０３の処理が完了すると、ステップＳ２０４の処理へ
移行する。
【０２２０】
　ステップＳ２０４：制御部７１は、懸賞情報の送信要求の有無判断を行う。制御部７１
は、懸賞情報の送信要求がある場合（ステップＳ２０４でＹＥＳ）には、ステップＳ２０
５の処理へ移行し、懸賞情報の送信要求がない場合（ステップＳ２０４でＮＯ）には、懸
賞情報送信処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０２２１】
　ステップＳ２０５：制御部７１は、送信する期間内に含まれるすべての懸賞情報を送信
して、懸賞情報送信処理を終了する（ＥＮＤ）。
【０２２２】
　このような送信処理とすることで、懸賞情報のみをＥＰＧ情報とは独立して送信するこ
とができる。
【０２２３】
　２－４－４．放送受信装置の懸賞情報表示処理
　続いて、放送受信装置３０Ｂの懸賞情報表示処理の変形例について説明する。図３９は
、図３６に示す懸賞情報表示処理の変形例を示す図である。この変形例は、懸賞情報のみ
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を送信する放送局サーバ７０と通信を行った場合の懸賞情報表示処理である。
【０２２４】
　ＳＴＡＲＴ：制御部３２は、電源がＯＮになる、または当該表示モードが選択されると
懸賞情報表示処理を開始する。制御部３２は、懸賞情報表示処理が開始されると、ステッ
プＳ２１０の処理へ移行する。
【０２２５】
　ステップＳ２１０：制御部３２は、ＥＰＧ画面の表示要求有無を判断する。制御部３２
は、ＥＰＧ画面表示要求がある場合（ステップＳ２１０でＹＥＳ）には、ステップＳ２１
１の処理へ移行し、ＥＰＧ画面表示要求がない場合（ステップＳ２１０でＮＯ）には、ス
テップＳ２１０の判断処理を繰り返す。
【０２２６】
　ステップＳ２１１：制御部３２は、制御部３２は、懸賞情報が受信済か否か判断する。
懸賞情報が受信されていれば（ステップＳ２１１でＹＥＳ）、ステップＳ２１３に移行す
る。一方、制御部３２は、懸賞情報が未受信であれば（ステップＳ２１１でＮＯ）、ステ
ップＳ２１２の処理へ移行する。
【０２２７】
　ステップＳ２１２：制御部３２は、懸賞情報の受信処理を行い、ステップＳ２１３の処
理へ移行する。
【０２２８】
　ステップＳ２１３：制御部３２は、懸賞情報の表示要求有無を判断する。制御部３２は
、懸賞情報の表示要求がない場合（ステップＳ２１３でＮＯ）には、ステップＳ２１４の
処理へ移行し、懸賞情報の表示要求がある場合（ステップＳ２１３でＹＥＳ）には、ステ
ップＳ２５の処理へ移行する。
【０２２９】
　ステップＳ２１４：制御部３２は、ＥＰＧ画面を表示して懸賞情報表示処理を終了する
（ＥＮＤ）。なお、このステップＳ２１４においてＥＰＧ画面を表示する際に、ステップ
Ｓ２１３の懸賞情報の表示要求判断を行うようにしてもよい。
【０２３０】
　ステップＳ２１５：制御部３２は、最新の懸賞情報について未取得か否かを判断する。
制御部３２は、最新の懸賞情報が未取得である場合（ステップＳ２１５でＹＥＳ）には、
ステップＳ２１６の処理へ移行し、取得済みである場合（ステップＳ２１５でＮＯ）には
ステップＳ２１７の処理へ移行する。
【０２３１】
　ステップＳ２１６：制御部３２は、放送局サーバ７０へＥＰＧ情報を要求する。制御部
３２は、ステップＳ２１６の処理が完了すると、ステップＳ２１７の処理へ移行する。
【０２３２】
　ステップＳ２１７：制御部３２は、ＥＰＧ画面と懸賞情報の表示をして懸賞情報表示処
理を終了する（ＥＮＤ）。具体的には、ＥＰＧ画面上に懸賞情報のマークを表示する、ま
たは懸賞情報のある番組の背景色等を変更して強調表示する。また各番組の詳細情報表示
画面を２画面にし、一方を番組説明、もう一方を懸賞情報としてもよい。
【０２３３】
　また、「実施例１」の図１３～図１７のフローチャートで説明した記録再生処理につい
ては、「実施例２の変形例」においても適用できる。ただし、懸賞情報は、ＥＰＧ情報に
は含まれていないため、制御部３２は、ＥＰＧ情報に基づいて番組を指定した後、懸賞情
報のデータの送信を放送局サーバ７０に要求し、当該番組に懸賞情報が有るか否かを判断
する。そして、制御部３２は、懸賞情報が有る場合には、これを放送局サーバ７０から取
得することによって「実施例１」で説明した記録再生処理を行うことができる。
【０２３４】
　このような表示処理とすることで、放送局サーバ７０から懸賞情報のみが送信される場
合であってもＥＰＧ画面に懸賞情報を表示させることができる。
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【０２３５】
　３．他の実施形態
　以上、情報配信システム１、１Ａを本発明の実施形態例として説明したが、本発明は、
これに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の変形や変更
が可能である。
【０２３６】
　たとえば、リアルタイムに応募しなければならない番組が録画予約された場合には、視
聴予約に切り替えるか尋ねるポップアップ画面を表示するようにしてもよい。
【０２３７】
　また、放送受信装置３０、３０Ａ、３０Ｂは、放送局サーバ７０からのＥＰＧ情報内に
プレゼントがある番組がある場合には、放送波からのＥＰＧ情報にＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒ
ｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）表示を行うようにしてもよい。
【０２３８】
　また、現在から１日で放送される懸賞つきの番組を懸賞名と共に表示するようにしても
よい。その場合の懸賞内容は、放送局サーバ７０側で隠していてもよいし、わかるように
してもよい。
【０２３９】
　また、音声で懸賞情報の有無を通知するようにしてもよい。あるいは、放送波の番組放
送中に懸賞情報の有無を通知するようにしてもよい。具体的には、画面内にテロップとし
て懸賞情報を流してもよい。
【０２４０】
　また、放送受信装置３０、３０Ａ、３０Ｂは、ＩＰ通信網１００を通じ、放送局サーバ
７０と双方向通信で懸賞の応募、抽選結果の通知等を行うようにしてもよい。
【０２４１】
　また、放送局サーバ７０でＥＰＧ情報自体をコンテンツデータとして、送信せずにｗｅ
ｂ上で閲覧できるようにしてもよい。
【０２４２】
　また、上述した各実施形態に係る情報配信システム１Ａで説明した各部の機能すべてま
たは一部をプログラムによって構成し、このプログラムを情報処理装置（コンピュータ）
にインストールすることで実現してもよい。具体的には、コンピュータとして機能させる
ためにプログラムとすることができる。なお、このプログラムを実行可能な状態で記録し
た媒体からコンピュータに直接インストールすることも可能であるが、ネットワーク経由
で遠隔にあるコンピュータにインストールしてもよい。
【符号の説明】
【０２４３】
１，１Ａ　情報配信システム、１０　放送局、１１　放送送信装置（放送配信装置）、１
２　制御部、１３　コンテンツストリーム作成部、１４　ＥＰＧ情報作成部、１５　デー
タ放送作成部、１６　ＭＵＸ部、１７　放送用コンテンツ１７ＤＢ、１７　放送用コンテ
ンツ１８　放送スケジュールＤＢ、１９　データ放送用コンテンツＤＢ、３０，３０Ａ，
３０Ｂ　放送受信装置、３１　操作入力部（電子番組情報取得要求部、告知情報取得要求
部）、３２　制御部（電子番組情報取得部の一部、告知情報取得部の一部、告知情報出力
部の一部）、３３　チューナー（電子番組情報取得部の一部、告知情報取得部の一部）、
３４　ＤＥＭＵＸ部（電子番組情報取得部の一部、告知情報取得部の一部）、３５　デコ
ード部（告知情報出力部の一部）、３６　映像音声出力部（告知情報出力部の一部）、３
７　記録部、３８　ネットワーク接続部（電子番組情報取得部の一部、告知情報取得部の
一部）、３９　ネットワーク情報デコード部（告知情報出力部の一部）、４０　ユーザ情
報記憶部、５０　表示装置、６０　音声再生装置、７０　放送局サーバ（放送配信装置）
、７１　制御部、７２　コンテンツストリーム作成部、７３　配信要求受付部、７４　ユ
ーザ情報管理部、７５　コンテンツデータ配信部、７６　ＥＰＧ情報作成部、７７　サー
バ放送用ＥＰＧ情報作成部、７８　コンテンツＤＢ、７９　放送スケジュールＤＢ、８０
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　懸賞商品情報ＤＢ、８１　ネットワーク接続部
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